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インストールの概要と計画

■ 第1章 Veritas Dynamic Multi-Pathing の概要

■ 第2章 システム必要条件

■ 第3章 DMP のインストール計画

■ 第4章 DMP のライセンス確認
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Veritas Dynamic
Multi-Pathing の概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing（DMP）について

Veritas Dynamic Multi-Pathing（DMP）について
Veritas Dynamic Multi-Pathing（DMP）は、システム上で設定されているオペレーティ
ングシステムのネーティブデバイスに対するマルチパス機能を提供します。 DMP は DMP
メタデバイス（DMP ノード）を作成して、同じ物理 LUN へのデバイスパスをすべて示しま
す。

DMP はスタンドアロン製品としても利用できます。DMP メタデバイスで ZFS をサポートす
るように拡張されています。DMP メタデバイス上に ZFS プールを作成できます。 DMP は
非ルート ZFS ファイルシステムのみをサポートします。

Veritas Dynamic Multi-Pathing は、Storage Foundation 製品とは別途にライセンス
を取得できます。 Veritas Volume Manager と Veritas File System の機能は、DMP
のライセンスを取得しても提供されません。

Storage Foundation（SF）Enterprise ライセンス、SF HA Enterprise ライセンス、Storage
Foundation Standard ライセンスを取得した場合は、DMP の機能を使うことができます。

Veritas Volume Manager（VxVM）ボリュームとディスクグループは ZFS プールと共存
できますが、各デバイスは 1 つのタイプしかサポートできません。ディスクに VxVM ラベ
ルが付いている場合、そのディスクは ZFS で利用できません。 同様に、ディスクが ZFS
によって使用中の場合、そのディスクは VxVM で利用できません。

1
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システム必要条件

この章では以下の項目について説明しています。

■ リリースノート

■ ハードウェア互換性リスト（HCL）

■ サポート対象のオペレーティングシステム

■ ディスク領域の必要条件

■ 製品バージョンと各種必要条件に関する情報の検出

リリースノート
各 Veritas 製品のリリースノートには、システム必要条件やサポート対象ソフトウェアの更
新など、各製品についての最新情報と重要な詳細が含まれています。製品のインストー

ルを開始する前に、リリースノートで最新情報を確認してください。

製品のマニュアルは次の場所の Web で利用可能です。

https://sort.symantec.com/documents

ハードウェア互換性リスト（HCL）
このハードウェア互換性リストにはサポートされているハードウェアの情報が記されてお

り、定期的に更新されます。Storage Foundation and High Availability Solutions を
インストール、またはアップグレードする前に、最新の互換性リストをチェックして、ハード

ウェアとソフトウェアの互換性を確認してください。

サポートされるハードウェアの最新情報については、次の URL を参照してください。

http://www.symantec.com/docs/TECH170013

特定の High Availability 設定の必要条件について詳しくは、『Veritas Cluster Server
インストールガイド』を参照してください。
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サポート対象のオペレーティングシステム
サポート対象のオペレーティングシステムについて詳しくは、Veritas Dynamic
Multi-Pathing のリリースノートを参照してください。

ディスク領域の必要条件
製品をインストールする前に、システムに十分な空きディスク領域があることを確認してく

ださい。

十分な容量があるかどうかを判断するには、［プレインストールチェックの実行（Perform
a Pre-Installation Check）］（P）メニューまたはスクリプトベースインストーラの -precheck
オプションを使います。

インストールディレクトリに移動し、-precheck オプションを指定してインストーラを実行し
ます。

# ./installer -precheck

DMP をダウンロードした場合は、次のコマンドを使う必要があります。

# ./installdmp -precheck<version>

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

製品バージョンと各種必要条件に関する情報の検出
インストールした Veritas 製品と各種必要条件に関する情報を確認するには、いくつもの
方法があります。

既存の製品のバージョンについては、インストールの前後で installer コマンドを
-version オプションとともに使って調べることができます。現在のバージョンの製品をイ
ンストールした後は、/opt/VRTS/install ディレクトリの showversion スクリプトを使って
バージョン情報を見つけることができます。

version オプションまたは showversion スクリプトがシステムで検出する情報には、以
下が含まれます。

■ リリースされているすべての Storage Foundation and High Availability Suite 製
品のインストール済みバージョン

■ 必要なパッケージまたはパッチ（該当する場合）で見つからないもの

■ インストール済み製品に対して SORT（Symantec Operations Readiness Tools）か
ら使用できる更新（パッチやホットフィックスを含む）

第 2 章 システム必要条件
サポート対象のオペレーティングシステム
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バージョンチェックを実行するには

1 メディアをマウントします。

2 -version オプションを指定してインストーラを起動します。

# ./installer -version system1 system2

15第 2 章 システム必要条件
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DMP のインストール計画

この章では以下の項目について説明しています。

■ DMP のインストールの計画について

■ DMP のインストールと設定の方法について

■ Veritas インストーラについて

DMP のインストールの計画について
ご利用になる前に、リリースノートの最新版を使用していることを確認してください。最新

のマニュアルはシマンテック社の Symantec Operations Readiness Tools（SORT）の
Web サイトで利用可能です。

https://sort.symantec.com/documents

マニュアルバージョン: 6.0.1 Rev 0.

このインストールガイドは、基本的な UNIX システムおよびネットワーク管理の知識をすで
に持っているシステム管理者のために設計されています。基本的な知識とは、tar、mkdir

のようなコマンド、および単純なシェルスクリプトを含みます。さらに、DMP がインストール
される、特定のプラットフォームとオペレーティングシステムに精通しておく必要もありま

す。

Veritas Dynamic Multi-Pathing をインストールする場合は、インストール前の手順に
従ってください。

「Veritas Dynamic Multi-Pathing をインストールするための準備」の章を参照してくだ
さい。

DMP のインストールと設定の方法について
Veritas のインストールプログラムまたはネーティブオペレーティングシステムの方法を
使って DMP をインストールし、設定できます。

3
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次の方法のいずれかを使って DMP をインストール、設定します

■ Veritas 製品インストーラ
インストーラでは、インストールオプションの選択を簡略化するメニューが表示されま

す。

■ 製品固有のインストールスクリプト

インストールスクリプトには、特定の製品をインストールするための CLI（Command
Line Interface）があります。製品固有のスクリプトを使うと、いくつかの追加コマンドラ
インオプションを指定できます。インストールスクリプトを使ったインストールは、インス

トーラメニューから DMP を指定する場合と同じです。

■ Web ベースの Veritas インストーラ
このインストーラには、標準の Web ブラウザを使ってリモートサイトからインストールを
管理するためのインターフェースがあります。

p.39 の 「Web ベースのインストーラについて」 を参照してください。

■ 応答ファイルを使ったサイレントインストール

前述のオプションのいずれかを使って応答ファイルを生成できます。その後、応答ファ

イルを別のシステム用にカスタマイズできます。 1 つ以上のシステムにサイレントにイ
ンストールするには、応答ファイルを使って製品インストールスクリプトを実行します。

p.133 の 「応答ファイルについて」 を参照してください。

■ JumpStart
Veritas 製品インストーラまたは製品固有のインストールスクリプトを使うと、Jumpstart
スクリプトファイルを生成できます。 生成したスクリプトを使って、Jumpstart サーバー
から Veritas パッケージ をインストールします。

Veritas インストーラについて
Veritas 製品をインストールするには、次のいずれかの方法を使います。

■ 一般的な製品インストーラ。一般的な製品インストーラを使うと、製品のインストールと

設定、インストール前の必要条件の確認、製品の説明の表示を行うことができます。

ディスクからのインストールを実行すると、インストールする製品の選択を求めるメッ

セージが表示されます。

p.35 の 「DMP のインストール」 を参照してください。

■ 製品固有のインストールスクリプト。スタンドアロン Veritas 製品を Web サイトからダウ
ンロードしてインストールした場合、単一製品のダウンロードファイルには、一般的な

製品インストーラが含まれていません。製品インストールスクリプトを使って、個々の製

品をインストールします。スクリプトディレクトリの製品メディアのルートでこれらのスクリ

プトを見つけることができます。これらのスクリプトも、製品と一緒にインストールされま

す。

第 3 章 DMP のインストール計画
Veritas インストーラについて
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表 3-1 は、SFHA Solutions のすべての製品インストールスクリプトを示しています。シス
テム上にある製品インストールスクリプトの一覧は、システムにインストールする製品に応

じて異なります。

メモ: スクリプトの名前は、スクリプトをインストールメディアから実行するか、製品ソフトウェ
アがインストールされているシステムから実行するかによって異なります。

表 3-1 製品インストールスクリプト

製品インストールスクリプト
（スクリプトを SFHA
Solutions 製品がインストー
ルされているシステムから
実行する場合）

製品インストールスクリプト
（スクリプトをインストールメ
ディアから実行する場合）

Veritas 製品名

installvcs<バージョン>installvcsVeritas Cluster Server（VCS）

installsf<バージョン>installsfVeritas Storage Foundation
（SF）

installsfha<バージョン>installsfhaVeritas SFHA（Storage
Foundation and High
Availability）

installsfcfsha<バージョ

ン>

installsfcfshaVeritas Storage Foundation
Cluster File System High
Availability（SFCFSHA）

installsfrac<バージョン>installsfracVeritas Storage Foundation
for Oracle RAC（SF Oracle
RAC）

installsfsybasece<バー

ジョン>

installsfsybaseceVeritas Storage Foundation
for Sybase ASE CE（SF Sybase
CE）

installdmp<バージョン>installdmpVeritas Dynamic
Multi-Pathing

installsvs<バージョン>installsvsSymantec VirtualStore

システムにインストールされるスクリプトの場合は、スクリプト名に製品バージョンが含まれ

ています。たとえば、インストールメディアから DMP スクリプトをインストールするには、
installdmp コマンドを実行します。ただし、インストールされたバイナリからスクリプトを
実行するには、installdmp<バージョン> コマンドを実行します。

たとえば、6.0.1 バージョンの場合は次のようになります。

19第 3 章 DMP のインストール計画
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# /opt/VRTS/install/installdmp601 -configure

メモ:  一般的な製品インストーラを使って製品をインストールする場合は、リリースバージョ
ンを含めないでください。

インストール中のほとんどの場所で、別の操作をするために以下の文字を入力できます

■ インストール手順の前のセクションに戻るには、b［戻る（back）］と入力します。インス
トールスクリプトの［戻る（back）］機能はコンテキスト依存であるため、該当する質問群
の冒頭まで戻ることになります。

■ インストール手順中にハングアップした場合、Ctrl+C を押すとプログラムを停止して
終了することができます。短い遅延の後、スクリプトが終了します。

■ インストーラを終了するには、q を入力します。

■ ヘルプを表示するには、? を入力します。

■ デフォルトの応答を受け入れる場合は、Enter キーを押します。

p.123 の 「インストールスクリプトのコマンドオプション」 を参照してください。

p.130 の 「アンインストールスクリプトのコマンドオプション」 を参照してください。
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DMP のライセンス確認

この章では以下の項目について説明しています。

■ Veritas 製品のライセンスについて

■ キーレスライセンス付与の製品レベルの設定または変更

■ Veritas 製品のライセンスキーのインストール

Veritas 製品のライセンスについて
ライセンスキーなしで Veritas 製品をインストールすることもできます。ライセンスなしでイ
ンストールしても、ライセンスを入手する必要性がなくなるわけではありません。 ソフトウェ
アライセンスは、著作権によって保護されているソフトウェアの使用法または再配布につ

いて規定する法的文書です。 管理者と企業の担当者は、インストールする製品に見合っ
たレベルのライセンスの権利がサーバーまたはクラスタに付与されていることを確認する

必要があります。 シマンテック社には、監査によって資格とコンプライアンスを確認する権
利があります。

この製品のライセンス取得中に問題が発生した場合は、シマンテック社ライセンスサポー

ト Web サイトを参照してください。

www.symantec.com/techsupp/

Veritas 製品インストーラでは、次のいずれかのライセンス交付方法を選択するように求
めるメッセージが表示されます

■ インストールする製品と機能のライセンスキーをインストールする。

シマンテック製品を購入すると、ライセンスキー証明書が付属しています。証明書に

は、製品キーと購入した製品ライセンス数が明確に記されています。

■ ライセンスキーなしでインストールを続行する。

インストールする製品モードとオプションを選択するように求めるメッセージが表示さ

れ、必要な製品レベルが設定されます。

4
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このオプションを選択してから 60 日以内に、権利を付与されたライセンスレベルに対
応した有効なライセンスキーをインストールする必要があります。前述の条項に従わ

ない場合、シマンテック社の製品を使い続けることはエンドユーザー使用許諾契約違

反となるため、警告メッセージが表示されます。

キーレスライセンスの詳しい説明については、次の URL を参照してください。
http://go.symantec.com/sfhakeyless

以前のリリースの Veritas ソフトウェアからこのリリースにアップグレードする場合、インス
トーラによって、キーを新しいバージョンにアップグレードするかどうかを尋ねるメッセージ

が表示されます。既存のライセンスキーでは、このリリースの新しい機能がアクティブにな

らないことがあります。

製品インストーラでアップグレードする場合、または製品インストーラ以外の方法でインス

トールまたはアップグレードする場合は、製品にライセンスを交付するために次のいずれ

かを行う必要があります。

■ vxkeyless コマンドを実行して、購入した製品の製品レベルを設定します。 このオプ
ションでは、管理サーバーでサーバーまたはクラスタを管理する必要もあります。

p.22 の 「キーレスライセンス付与の製品レベルの設定または変更」 を参照してくださ
い。

vxkeyless(1m) のマニュアルページを参照してください。

■ vxlicinst コマンドを使って、購入した製品の有効な製品ライセンスキーをインストー
ルする。

p.24 の 「Veritas 製品のライセンスキーのインストール」 を参照してください。
vxlicinst（1m） のマニュアルページを参照してください。

使用が許可された別のレベルに製品レベルを変更するためにこれらのオプションを使う

こともできます。たとえば、インストールされた製品にレプリケーションオプションを追加で

きます。使用中の製品レベルとオプションの適切なライセンスを有することを確認する必

要があります。

メモ: ある製品グループから別の製品グループに変更するためには、追加の手順を実行
する必要がある場合があります。

キーレスライセンス付与の製品レベルの設定または変
更

キーレスライセンス付与方法では、製品レベルによって、ライセンスが交付される Veritas
製品と機能を決定します。

キーレスライセンス付与の使用と管理サーバーのダウンロードについて詳しくは、次の

URL を参照してください。

第 4 章 DMP のライセンス確認
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http://go.symantec.com/vom

製品のライセンスレベルを初めて設定するときは、そのシステムのキーレスライセンス付

与を有効にします。製品インストーラでインストールする場合にキーレスオプションを選択

すると、ライセンスを交付する製品と機能のレベルを選択するように求めるメッセージが表

示されます。

インストール後、ライセンスを交付する機能と製品を反映するために、製品のライセンスレ

ベルをいつでも変更できます。製品レベルを設定するときは、その機能のライセンスを有

することに同意します。

製品レベルを設定または変更するには

1 現在の作業ディレクトリを変更します。

# cd /opt/VRTSvlic/bin

2 現在の製品レベルの設定を表示します。

# ./vxkeyless -v display

3 使用可能な製品レベルの設定を表示します。

# ./vxkeyless displayall

4 目的の製品レベルに設定します。

# ./vxkeyless set prod_levels

prod_levels はキーワードをカンマで区切ったリストです。キーワードは手順 3 の出
力によって示された製品レベルです。

キーレスライセンス付与を削除してキーを入力する場合は、キーレスライセンスを消去す

る必要があります。 システムからすべてのキーを消去するには、NONE キーワードを使い
ます。

警告: キーを消去すると、新しいキーをインストールするか、または新しい製品レベルを設
定するまで、Veritas 製品は無効になります。
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製品のライセンスレベルを消去するには

1 現在の製品ライセンスレベルの設定を表示します。

# ./vxkeyless [-v] display

2 キーレスライセンスがインストールされている場合は、すべてのキーレスライセンスを

削除します。

# ./vxkeyless [-q] set NONE

vxkeyless ユーティリティの使用について詳しくは、vxkeyless(1m) のマニュアルペー
ジを参照してください。

Veritas 製品のライセンスキーのインストール
VRTSvlic パッケージを使うと、製品のライセンスに関する作業が行えます。VRTSvlic を
インストールすると、次のコマンドとマニュアルページがシステムで使えるようになります。

Symantec 製品のライセンスキーをインストール
します。

vxlicinst

現在インストールされているライセンスを表示し

ます。

vxlicrep

ライセンスキーにエンコードされている機能およ

びその説明を取得します。

vxlictest

同梱のソフトウェアディスクに他の製品が含まれる場合でも、使えるのはライセンスを購入

したシマンテック社のソフトウェア製品のみです。

新しいライセンスをインストールするには

◆ 次のコマンドを実行します。クラスタ環境では、クラスタ内のノードごとにコマンドを実

行します。

# cd /opt/VRTS/bin

# ./vxlicinst -k license key

vxkeyless キーのリストを表示するには、次のコマンドを入力します。

# ./vxkeyless display

以前のリリースからアップグレードした後、vxkeyless display コマンドを実行するとき
に表示される出力に、以前のリリースの vxkeyless キーが含まれます。各 vxkeyless キー
名には suffix _<previous_release_version> が含まれています。DMP_6.0、
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SFENT_VR_5.1SP1、VCS_GCO_5.1 などです。アップグレード処理中に、CPI インストー
ラは現在のリリースレベルに vxkeyless キーを更新するためのメッセージを表示します。
アップグレード処理中に vxkeyless キーを更新すると、キーの更新後、
_<previous_release_number> の接尾辞は表示されなくなります。
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DMP のインストール

■ 第5章 DMP をインストールする準備

■ 第6章 スクリプトベースのインストーラを使った DMP のインストール

■ 第7章 Web ベースのインストーラを使った DMP のインストール

■ 第8章 オペレーティングシステム固有の方法を使用した DMP のインストール

2



28



DMP をインストールする準
備

この章では以下の項目について説明しています。

■ インストール準備の概要

■ ルートユーザーの作成

■ 環境変数の設定

■ Veritas インストーラでの ssh または rsh の使用について

■ /opt ディレクトリの作成

■ 製品ディスクのマウント

■ システムがインストールできる状態かどうかの評価

インストール準備の概要
表 5-1 に、製品インストーラを使ったインストールの概要を示します。

表 5-1 インストールの概要

項インストールのタスク

p.21 の 「Veritas 製品のライセンスについて」
を参照してください。

製品のライセンスを入手します。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してく
ださい。

ソフトウェアをダウンロードするか、または製品

DVD を挿入します。

p.31 の 「環境変数の設定」 を参照してください。環境変数を設定します。
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項インストールのタスク

p.32 の 「/opt ディレクトリの作成」 を参照してく
ださい。

/opt ディレクトリが存在しない場合は作成しま
す。

p.32 の 「Veritas インストーラでの ssh または
rsh の使用について」 を参照してください。

すべてのノードでセキュアシェル（ssh）またはリ
モートシェル（rsh）を設定します。

p.13 の 「リリースノート」 を参照してください。ハードウェア、ソフトウェア、オペレーティングシ

ステムの必要条件が満たされていることを確認し

ます。

p.14 の 「ディスク領域の必要条件」 を参照して
ください。

十分な空きディスク容量があることを確認します。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照
してください。

インストーラを使用して製品をインストールしま

す。

ルートユーザーの作成
OracleのSolaris 11 ではルートユーザーとして直接ログインできないため、ルートロール
をユーザーに変更する必要があります。

ルートロールをユーザーに変更するには

1 ローカルユーザーとしてログインし、ルートロールを想定します。

% su - root

2 ロールを割り当てているローカルユーザーからルートロールを削除します。

# roles admin

root

# usermod -R " " admin

3 ルートロールをユーザーに変更します。

# rolemod -K type=normal root

4 変更を確認します。

■ # getent user_attr root

root::::auths=solaris.*;profiles=All;audit_flags=lo¥

:no;lock_after_retries=no;min_label=admin_low;clearance=admin_high

第 5 章 DMP をインストールする準備
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type のキーワードが出力で見つからないか、または標準と等しければ、アカウ
ントはロールではありません。

■ # userattr type root

出力が空になってるか、標準をリストする場合は、アカウントはロールではありま

せん。

メモ: 詳しくは、Oracle Solaris 11 オペレーティングシステムの Oracle のマニュアル
を参照してください。

メモ: インストール後、ローカルユーザーにルートロールの想定を許可するために、ルート
ユーザーをルートロールに変更しなければならない場合があります。

p.65 の 「ルートユーザーのルートロールへの変更」 を参照してください。

環境変数の設定
インストールに使うコマンドの大多数は、/sbin または /usr/sbin ディレクトリにあります。
この 2 つのディレクトリを必要に応じて PATH 環境変数に追加します。

インストール後に、DMP コマンドは /opt/VRTS/bin に格納されます。DMP のマニュア
ルページは /opt/VRTS/man に格納されます。

PATH と MANPATH 環境変数に次のディレクトリを追加します。

■ Bourne または Korn シェル（sh または ksh）を使っている場合は、次を入力します。

$ PATH=$PATH:/usr/sbin:/opt/VRTS/bin

$ MANPATH=/usr/share/man:/opt/VRTS/man:$MANPATH

$ export PATH MANPATH

■ C シェル（csh または tcsh）を使っている場合は、次を入力します。

% set path = ( $path /usr/sbin /opt/VRTS/bin )

% setenv MANPATH /usr/share/man:/opt/VRTS/man:$MANPATH
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Veritas インストーラでの ssh または rsh の使用につい
て

インストーラにより、システム間でパスワードを使わないセキュアシェル（ssh）通信またはリ
モートシェル（rsh）通信が使われます。オペレーティングシステムに付属の ssh デーモン
または rsh デーモンが使われます。インストール時に、使いたい通信方法を選択します。
それから、インストール先システムのスーパーユーザーパスワードを入力します。 システ
ム間の ssh 通信または rsh 通信は、インストールが突然終了する場合を除き、インストー
ル処理が完了するときに削除されます。 インストールが突然終了した場合、システムから
ssh または rsh の設定を削除するには、インストールスクリプトの -comcleanup オプショ
ンを使います。

インストール、設定、アップグレード（必要時）、アンインストールのシナリオではほとんどの

場合、インストーラを使って対象システムの ssh または rsh を設定できます。次のシナリ
オでは、手動で ssh または rsh を設定する必要があります

■ 応答ファイルを使ってインストーラセッションを実行する場合。

p.149 の 「製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設定に
ついて」 を参照してください。

/opt ディレクトリの作成
/opt ディレクトリがシステム内に存在し、書き込み可能であり、シンボリックリンクではない
ことを確認します。

アップグレードする場合、/opt から、変換されないボリュームへのシンボリックリンクがあっ
てはなりません。変換されないボリュームへのシンボリックリンクがある場合、そのシンボ

リックリンクはアップグレード中は機能しないため、/opt 内の項目はインストールされませ
ん。

製品ディスクのマウント
DMP ソフトウェアをロードするためのスーパーユーザー（root）権限を持っている必要が
あります。

製品ディスクをマウントするには

1 DMP をインストールするノードで、スーパーユーザーとしてシステムにログインしま
す。

システムは同じサブネット内である必要があります。

2 製品ディスクを、システムに接続されている DVD ドライブに挿入します。

第 5 章 DMP をインストールする準備
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3 システムで Solaris ボリューム管理ソフトウェアが動作している場合は、ソフトウェア
ディスクは自動的に /cdrom/cdrom0 としてマウントされます。

4 Solaris のボリューム管理ソフトウェアを使って DVD をマウントできない場合は、手
動でマウントする必要があります。ソフトウェアディスクを挿入した後に、次のように入

力します。

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c0t6d0s2 /cdrom

ここで、c0t6d0s2 はディスクドライブのデフォルトアドレスを表します。

システムがインストールできる状態かどうかの評価
システムが Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 のインストールの必要条件を満たし
ていることを確認するために、シマンテック社はシステムを評価する次のツールを提供し

ます。

SORT（Symantec Operations Readiness
Tools）は、シマンテック社のエンタープライズ製
品をサポートするために設計された、Webベー
スのアプリケーションです。

p.33 の 「Symantec Operations Readiness
Tools について」 を参照してください。

Symantec Operations Readiness Tools

指定したシステムでインストール前チェックを実

行します。Veritas 製品のインストーラによって、
指定したシステムが Veritas Dynamic
Multi-Pathing 6.0.1 をインストールするための
最小必要条件を満たしているかどうかが報告さ

れます。

p.34 の 「Veritas インストーラを使ったシステム
のプレチェック」 を参照してください。

インストーラを使ったシステムのプレチェック

Symantec Operations Readiness Tools について
SORT（Symantec Operations Readiness Tools）は、最も時間のかかる管理タスクの一
部を自動化して単純化する Web サイトです。SORT により、データセンターをさらに効率
的に管理し、シマンテック製品を最大限に活用できるようになります。

SORT は機能の広いセットの中で、次の実行を可能にします。

■ シマンテック社のエンタープライズ製品をインストールまたはアップグレードするため

に、サーバーを準備する方法を記述するサーバー固有のレポートを生成します。
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■ パッチ、エージェントとマニュアルを含む最新の製品情報を記載した単一のサイトに

アクセスします。

■ パッチ、マニュアルとアレイ特定のモジュールへの変更に関する自動電子メールの通

知を作成してください。

SORT にアクセスするには、次に移動してください。

https://sort.symantec.com

Veritas インストーラを使ったシステムのプレチェック
スクリプトベースおよび Web ベースインストーラのプレチェックオプションによって、次の
ことが検査されます

■ インストール用の推奨スワップ領域

■ インストール先システムで Veritas プログラムの最適なパフォーマンスのために推奨
されるメモリサイズ

■ オペレーティングシステムの必須バージョン

プレチェックオプションを使うには

1 スクリプトベースまたは Web ベースのインストーラを起動します。

p.42 の 「Web ベースのインストーラを使った DMP のインストール」 を参照してくだ
さい。

2 プレチェックオプションを選択します

■ Web ベースのインストーラの場合は、［Task（タスク）］メニューの［プレインストー
ルチェックの実行（Perform a Pre-Installation Check）］を選択します。

■ スクリプトベースのインストーラの場合は、検査を実行するシステムのルートから

インストーラを起動します。

# ./installer

［タスクメニュー（Task Menu）］から、p キーを押してプレチェックを開始します。

3 出力を確認して、インストーラから推奨される変更を加えます。
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スクリプトベースのインス
トーラを使った DMP のイン
ストール

この章では以下の項目について説明しています。

■ DMP のインストール

■ 言語パッケージのインストール

■ ノードでのインストール後チェックの実行

DMP のインストール
システムに Veritas Dynamic Multi-Pathing（DMP）をインストールするには、インストー
ラプログラムを使います。

次の手順例では、1 台のシステムに DMP をインストールします。

DMP をインストールするには

1 複数のシステムにインストールするには、システム間のコマンドがパスワード入力や

確認なしで動作するよう、システムを設定します。

p.149 の 「製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設
定について」 を参照してください。

2 ソフトウェアディスクをロードおよびマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

3 ディスクの最上位ディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0
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4 このディレクトリから、次のコマンドを入力して、ローカルシステムにインストールしま

す。 また、セキュアシェル（SSH）またはリモートシェル（rsh）ユーティリティが設定さ
れている場合は、このコマンドを使ってリモートシステムにもインストールします。

# ./installer

5 インストールすることを表す「I」を入力して Return キーを押します。

6 使用可能な製品の一覧が表示されたら、［Veritas Dynamic Multi-Pathing］を選
択し、対応する番号を入力して Return キーを押します。

7 プロンプトで、エンドユーザー使用許諾契約（EULA）の条件を受け入れるかどうか
を指定します。Return キーを押して処理を続行します。

8 次のいずれかのインストールオプションを選択します

■ 最小インストールでは、選択した製品の最小限の機能のパッケージをインストー

ルします。

■ 推奨インストールでは、製品の完全な機能を提供する推奨の DMP パッケージ
がインストールされます。

このオプションがデフォルトです。

■ 表示選択では、すべてのパッケージと関連情報が表示されます。 推奨インストー
ルでは、最小および推奨のパッケージがインストールされることに注意してくださ

い。

9 インストーラによってプロンプトが表示されたら、DMP をインストールするシステムを
指定します。1 つ以上のシステム名をスペースで区切って入力します。

10 インストーラプログラムにより、インストール先のシステムが確認されます。 インストー
ラがシステムを確認できない場合は、問題を修正してインストーラに戻ります。

システムチェックが完了した後、インストールされるパッケージの一覧が表示されま

す。 Return キーを押して、インストールを続行します。

11 システム間のリモートシェルまたはセキュアシェル通信は自動的に設定されます。た

だし、各システムに rsh または SSH サーバーがインストールされている必要があり
ます。また、各システムのスーパーユーザーパスワードを入力する必要があります。

セキュリティ上の理由から、これらのパスワードが保存またはキャッシュされることは

ありません。
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12 ライセンス方法を選択するよう指示されます。

有効なライセンスキーがある場合は 1 を選択し、プロンプトでライセンスキーを入力
します。

キーレスライセンス付与を使ってインストールするには、2 を選択します。

メモ: キーレスライセンスオプションを使う場合、管理サーバーでシステムを管理する
必要があります。

詳しくは次の Web サイトにアクセスしてください。

http://go.symantec.com/sfhakeyless

13 製品パッケージがインストールされます。次に、シマンテック社にインストール情報を

送るかどうかを指定するメッセージが表示されます。 シマンテック社に送信される情
報は、インストーラソフトウェアの改良のみを目的に使用されます。

Would you like to send the information about

this installation to Symantec to help improve installation

in the future? [y,n,q,?] (y) y

14 インストーラプログラムはインストールを完了し、DMP プロセスを起動します。

必要に応じて、ログファイルをチェックしてインストールの状態を確認します。

Installation log files, summary file, and response file

are saved at:

/opt/VRTS/install/logs/installer-****

インストーラは、手順全体の概略ファイルも生成します。y: と入力するとこのファイル
を参照できます。

Would you like to view the summary file? [y,n,q] (n)

15 DMP ネーティブサポートを有効にするため、インストーラから再ブートを求められた
場合は、システムを再ブートします。

言語パッケージのインストール
DMP を英語以外の言語でインストールする場合は、英語パッケージをインストールして
から、必要な言語パッケージをインストールします。
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サーバーに言語パッケージをインストールするには

1 Language CD を DVD-ROM または CD-ROM ドライブに挿入します。Solaris ボ
リューム管理ソフトウェアを使っている場合、ディスクは /cdrom/cdrom0 に自動的に
マウントされます。

2 install_lp コマンドを使って言語パッケージをインストールします。

# cd /cdrom/cdrom0

# ./install_lp

ノードでのインストール後チェックの実行
インストーラの postcheck コマンドは、インストールに関連する問題の判断に役立ちま
す。

ノードで postcheck コマンドを実行するには

◆ -postcheck オプションを指定してインストーラを実行します。

# ./installer -postcheck system_name

プロセスまたはドライバが起動しない場合、エラーや警告が報告されます。
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Web ベースのインストーラを
使った DMP のインストール

この章では以下の項目について説明しています。

■ Web ベースのインストーラについて

■ Veritas の Web ベースインストーラを使う前に

■ Veritas の Web ベースインストーラの起動

■ Mozilla Firefox のセキュリティ例外の取得

■ Veritas の Web ベースインストーラを使ったプレインストールチェックの実行

■ Web ベースのインストーラを使った DMP のインストール

Web ベースのインストーラについて
Veritas 製品をインストールするには Web ベースのインストーラのインターフェースを使
います。Web ベースのインストーラでは、スクリプトベースのインストーラで実行するタスク
のほとんどを実行できます。

webinstaller スクリプトを使って、Veritas XPortal Server の xprtlwid プロセスを起
動、停止します。webinstaller スクリプトを使って、XPortal Server の状態を確認する
こともできます。

webinstaller スクリプトによって xprtlwid プロセスを起動すると、URL が表示されま
す。この URL を使って、Internet Explorer または Firefox などの Web ブラウザから
Web ベースのインストーラにアクセスします。

Web インストーラが動作しているときは常に、Web インストーラでログファイルが作成され
ます。インストール処理が実行されているときは、ログファイルは /var/tmp ディレクトリの
下にあるセッションベースのディレクトリに配置されます。インストール処理が完了した後
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は、ログファイルは /opt/VRTS/install/logs ディレクトリに配置されます。監査、デバッ
グ、今後の使用のために、これらのファイルを保存することをお勧めします。

Veritas XPortal Server の設定ファイルの場所は
/var/opt/webinstaller/xprtlwid.conf です。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラを使う前に」 を参照してください。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラの起動」 を参照してください。

Veritas の Web ベースインストーラを使う前に
Veritas の Web ベースのインストーラには次の設定が必要です。

表 7-1 Web ベースのインストーラの必要条件

必要条件機能System

Veritas Dynamic
Multi-Pathing 6.0.1 のサ
ポート対象のプラットフォー

ムである必要があります。

Veritas 製品をインストールするシステム。ターゲットシステム

ターゲットシステムと同じオ

ペレーティングシステムを

使い、サポート対象のオペ

レーティングシステムのい

ずれかのアップデートレベ

ルである必要があります。

インストールを開始するサーバー。インス

トールサーバーからインストールメディア

にアクセスできます。

インストールサーバー

Web ブラウザが必要です。

サポート対象のブラウザ:

■ Internet Explorer 6、
7、および 8

■ Firefox 3.x 以降

インストールを実行するために Web ブラ
ウザを実行するシステム。

管理システム

Veritas の Web ベースインストーラの起動
この項では Veritas の Web ベースインストーラの起動について説明します。
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Veritas の Web ベースインストーラを起動するには

1 インストールサーバーで Veritas XPortal Server プロセス（xprtlwid）を起動しま
す。

# ./webinstaller start

webinstaller スクリプトを実行すると URL が表示されます。このURLを覚えておき
ます。

メモ: URL が表示されない場合は、再度コマンドを実行してください。

デフォルトのリスナーポートは 14172 です。ポート 14172 をブロックするファイア
ウォールを持つ場合は -port オプションで代わりにフリーポートを使います。

2 管理サーバーで Web ブラウザを起動します。

3 スクリプトによって表示された URL に移動します。

4 特定のブラウザでは次のメッセージが表示されることがあります。

Secure Connection Failed

ブラウザのセキュリティ例外を取得します。

メッセージが表示されたら、root とインストールサーバーの root パスワードを入力
します。

5 スーパーユーザーとしてログインします。

Mozilla Firefox のセキュリティ例外の取得
Mozilla Firefox のセキュリティ例外を取得する必要がある場合もあります。

次の手順は一般的なものです。 これらは Mozilla ブラウザの迅速なリリースサイクルに
よって変わる場合があります。

セキュリティ例外を取得するには

1 ［例外として扱うこともできます...（Or you can add an exception）］リンクをクリックし
ます。

2 ［リスクを理解しました（I Understand the Risks）］または［例外として扱うこともでき
ます（You can add an exception）］をクリックします。

3 ［証明書を取得（Get Certificate）］ボタンをクリックします。

4 ［次回以降にもこの例外を有効にする（Permanently Store this exception）］チェッ
クマークを外します（推奨）。
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5 ［セキュリティ例外を承認（Confirm Security Exception）］ボタンをクリックします。

6 ［ユーザー名（User Name）］フィールドに root と入力し、［パスワード（Password ）］
フィールドに Web サーバーの root パスワードを入力します。

Veritas の Web ベースインストーラを使ったプレインス
トールチェックの実行

この項では Veritas の Web ベースインストーラを使ったプレインストールチェックの実行
について説明します。

プレインストールチェックを実行するには

1 Web ベースインストーラを開始します。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラの起動」 を参照してください。

2 ［タスクと製品を選択します（Select a task and a product）］ページの［タスク（Task）］
ドロップダウンリストから［プレインストールチェックの実行（Perform a Pre-installation
Check）］を選択します。［製品（Product）］ドロップダウンリストから［Veritas Storage
Foundation and High Availability］を選択し、［次へ（Next）］をクリックします。

3 ［製品（Product）］ドロップダウンリストから Veritas Dynamic Multi-Pathing を選択
し、［次へ（Next）］をクリックします。

4 プレチェックを実行するシステムを指定します。1 つ以上のシステム名をスペースで
区切って入力します。 ［次へ（Next）］をクリックします。

5 インストーラによってプレチェックが実行され、結果が表示されます。

6 ［完了（Finish）］をクリックします。 別のタスクを指定するように求めるメッセージが表
示されます。

Web ベースのインストーラを使った DMP のインストール
ここでは、Veritas の Web ベースインストーラを使った DMP のインストールについて説
明します。

Web ベースのインストーラを使って DMP をインストールするには

1 準備の手順を実行します。

p.42 の 「Veritas の Web ベースインストーラを使ったプレインストールチェックの実
行」 を参照してください。

2 Web ベースインストーラを開始します。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラの起動」 を参照してください。
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3 ［タスク（Task）］ドロップダウンリストから［製品のインストール（Install a Product）］を
選択します。

4 ［製品（Product）］ドロップダウンリストから［Veritas Dynamic Multi-Pathing］を選
択し、［次へ（Next）］をクリックします。

5 ［使用許諾契約（License agreement）］ページで、エンドユーザー使用許諾契約
（EULA）を読みます。続行するには、［はい、同意します（Yes, I agree）］を選択し、
［次へ］をクリックします。

6 ［最小パッケージ（Minimum Packages）］または［推奨パッケージ（Recommended
Packages）］を選択します。［次へ（Next）］をクリックします。

7 インストール先のシステムを指定します。 システムが複数の場合は名前をスペース
で区切ります。［次へ（Next）］をクリックします。

8 システム間の通信モードをまだ設定していない場合は、ssh または rsh を設定でき
ます。この設定を行う場合は、通信モードを選択し、システムのスーパーユーザーパ

スワードを指定します。

9 検証が正常に完了した後に、［次へ（Next）］をクリックして、選択したシステムに DMP
をインストールします。

10 インストールが完了した後に、ライセンス交付の方法を選択する必要があります。

［ライセンス（license ）］ページで、次のタブのいずれかを選択します

■ キーレスライセンス（Keyless licensing）

メモ: キーレスライセンスオプションを使うと、キーを入力しなくてもインストールで
きます。 ただし、コンプライアンスを保証するため、管理サーバーが備わってい
るシステムを管理する必要があります。

詳しくは次の Web サイトにアクセスしてください。

http://go.symantec.com/sfhakeyless

［登録（Register）］をクリックします。

■ ライセンスキーの入力（Enter license key）
有効なライセンスキーがある場合は、このタブをクリックします。各システムのライ

センスキーを入力します。［登録（Register）］をクリックします。
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11 製品の登録後にプロセスが開始されます。

DMP デバイスへのデータボリュームの移行について詳しくは、『Veritas Dynamic
Multi-Pathing 管理者ガイド』を参照してください。

12 メッセージが表示された場合は、インストール情報をシマンテック社に送信するかど

うかを指定するチェックボックスにチェックマークを付けます。

Would you like to send the information about this installation

to Symantec to help improve installation in the future?

［完了（Finish）］をクリックします。概略ファイルを読み込むかどうかを尋ねられます。
［はい（Yes）］を選択して概略ファイルを読み込みます。［いいえ］を選択すると、別
のタスクを行うかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。
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オペレーティングシステム固
有の方法を使用した DMP
のインストール

この章では以下の項目について説明しています。

■ 自動インストーラを使った Solaris 11 への DMP のインストール

■ Oracle Solaris 11 システムへのパッケージの手動インストール

■ JumpStart を使った Solaris 10 への DMP のインストール

■ システムコマンドを使った DMP のインストール

自動インストーラを使った Solaris 11 への DMP のイン
ストール

Oracle Solaris Automated Installer（AI）を使って、ネットワークの複数のクライアントシ
ステムで Solaris 11 のオペレーティングシステムをインストールできます。AI は x86 と
SPARC システム両方でハンズフリーインストール（手動操作のない自動インストール）を
実行します。また、AI メディア（Oracle の Web サイトからダウンロード可能な、Oracle の
提供するブート可能な AI のイメージ）を使用して、単一の SPARC または x86 プラット
フォームに Oracle Solaris OS をインストールできます。いずれの場合も、インストールを
完了するにはネットワーク上にパッケージのリポジトリへのアクセスが必要です。

自動インストールについて
AI は、ネットワークの 1 つ以上の SPARC または x86 クライアントへの Oracle Solaris 11
OS のインストールを自動化します。自動インストールは Solaris 11 にのみ適用されます。
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様々なタイプのクライアントで Oracle Solaris OSをインストールできます。クライアントは
以下の点で異なります。

■ アーキテクチャ

■ メモリ特性

■ MAC アドレス

■ IP address

■ CPU

インストールは、ネットワーク設定とインストールパッケージを含む仕様によって異なる場

合があります。

ローカルネットワークでのクライアントの自動インストールは次の高レベルの手順で構成

されます

1 クライアントシステムは DHCP サーバーから IP 情報をブートして取得します。

2 クライアントの特性は、クライアントのインストールに使用される AI サービスとインス
トール手順を決定します。

3 インストーラは、AI サービス手順を使用してパッケージのリポジトリから適切なパッ
ケージを取り出し、クライアントに Oracle Solaris OS をインストールします。

自動インストーラの使用
自動インストーラを使ってネットワークにシステムをインストールには、DHCP を設定し、AI
サーバーの AI サービスを設定します。DHCP サーバーと AI サーバーは同じシステムま
たは異なる 2 つのシステムになります。

システムが Oracle Solaris Image Packaging System（IPS）のパッケージリポジトリにア
クセスできることを確認します。IPS パッケージリポジトリは AI サーバー、ローカルネット
ワークの別のサーバー、またはインターネットに存在します。

AI サービスは SPARC または x86 AI のインストールイメージと 1 つ以上のインストール
手順に関連付けられます。インストール手順は、システムがインストールを完了するため

に必要なパッケージを取り込むための IPS のパッケージリポジトリを 1 つ以上指定しま
す。インストール手順には、インストールする追加パッケージの名前とターゲットデバイス

とパーティションなどの情報も含まれます。インストール後のシステムの設定のための手

順を指定することもできます。

オペレーティングシステムとシステムにインストールしているパッケージを考慮します。設

定とニーズによっては、次のいずれかの手順が必要な場合があります。

■ 2 つのシステムに異なるアーキテクチャがある、または Oracle Solaris OSの異なる
バージョンでインストールされる必要がある場合は、2 つの AI サービスを作成し、異
なる AI イメージと各 AI サービスを関連付けます。
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■ 2 つのシステムが Oracle Solaris OS の同じバージョンでインストールされる必要があ
りますが、他の異なる方法でインストールされる必要がある場合は、AI サービスのイ
ンストール手順を 2 セット作成します。異なるインストール手順により、インストールす
るパッケージまたはインストールのターゲットとなるスライスを個別に指定できます。

インストールはシステムをブートすると始まります。DHCP はシステムを AI のインストール
サーバーに移動し、システムはインストールサービスとサービス内のインストール手順に

アクセスします。

詳しくは、『Oracle® Solaris 11 Express Automated Installer Guide』を参照してくださ
い。

AI を使った Solaris 11 オペレーティングシステムと SFHA 製品のインス
トール

AI を使って Solaris 11 オペレーティングシステムと SFHA 製品をインストールするには
次の手順を実行します。

AI を使って Solaris 11 オペレーティングシステムと SFHA 製品をインストールするには

1 Oracle のマニュアルに従って、Solaris AI サーバーと DHCP サーバーを設定しま
す。

マニュアルは以下から入手できます。 http://docs.oracle.com

2 シマンテック社のパッケージリポジトリを設定します。

次のコマンドを実行して必要な SMF サービスを設定し、ディレクトリを作成します。

# svcadm enable svc:/network/dns/multicast:default

# mkdir /ai

# zfs create -o compression=on -o mountpoint=/ai rpool/ai
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3 次のコマンドを実行してシマンテック社の Opteron パッケージの IPS リポジトリを設
定します。

# mkdir -p /ai/repo_symc_x64

# pkgrepo create /ai/repo_symc_x64

# pkgrepo add-publisher -s /ai/repo_symc_x64 Symantec

# pkgrecv -s <media_x64>/pkgs/VRTSpkgs.p5p -d /ai/repo_symc_x64 '*'

# svccfg -s pkg/server add symcx64

# svccfg -s pkg/server list

# svccfg -s pkg/server:symcx64 addpg pkg application

# svccfg -s pkg/server:symcx64 setprop pkg/port=10002

# svccfg -s pkg/server:symcx64 setprop pkg/inst_root=/ai/repo_symc_x64

# svccfg -s pkg/server:symcx64 addpg general framework

# svccfg -s pkg/server:symcx64 addpropvalue

general/complete astring: symcx64

# svccfg -s pkg/server:symcx64 addpropvalue general/enable

boolean: true

# svcs -a | grep pkg/server

# svcadm refresh application/pkg/server:symcx64

# svcadm enable application/pkg/server:symcx64

または次のコマンド実行してテスト用にプライベートのデポサーバーを設定します。

# /usr/lib/pkg.depotd -d /ai/repo_symc_x64 -p 10002 > /dev/null &

IE または Firefox で次の URL を確認します。

http://<host>:10002
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4 次のコマンドを実行し、Symantec Sparc パッケージの IPS リポジトリを設定します。

# mkdir -p /ai/repo_symc_sparc

# pkgrepo create /ai/repo_symc_sparc

# pkgrepo add-publisher -s /ai/repo_symc_sparc Symantec

# pkgrecv -s <media_sparc>/pkgs/VRTSpkgs.p5p -d

/ai/repo_symc_sparc '*'

# svccfg -s pkg/server list

# svcs -a | grep pkg/server

# svccfg -s pkg/server add symcsparc

# svccfg -s pkg/server:symcsparc addpg pkg application

# svccfg -s pkg/server:symcsparc setprop pkg/port=10003

# svccfg -s pkg/server:symcsparc setprop pkg/inst_root=

/ai/repo_symc_sparc

# svccfg -s pkg/server:symcsparc addpg general framework

# svccfg -s pkg/server:symcsparc addpropvalue general/complete

astring: symcsparc

# svccfg -s pkg/server:symcsparc addpropvalue general/enable

boolean: true

# svcs -a | grep pkg/server

# svcadm refresh application/pkg/server:symcsparc

# svcadm enable application/pkg/server:symcsparc

または次のコマンド実行してテスト用にプライベートのデポサーバーを設定します。

# /usr/lib/pkg.depotd -d /ai/repo_symc_sparc -p 10003 > /dev/null &

IE または Firefox で次の URL を確認します。

http://<host>:10003
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5 次のコマンドを実行し、Symantec Sparc and x64 パッケージをマージする IPS リポ
ジトリを設定します。

# mkdir /ai/repo_symc

# pkgrepo create /ai/repo_symc

# pkgrepo add-publisher -s /ai/repo_symc Symantec

# pkgmerge -s arch=sparc,/ai/repo_symc_sparc -s arch=i386,

/ai/repo_symc_x64 -d /ai/repo_symc

# svcs -a | grep pkg/server

# svccfg -s pkg/server list

# svccfg -s pkg/server add symcmerged

# svccfg -s pkg/server:symcmerged addpg pkg application

# svccfg -s pkg/server:symcmerged setprop pkg/port=10004

# svccfg -s pkg/server:symcmerged setprop pkg/inst_root=/ai/repo_symc

# svccfg -s pkg/server:symcmerged addpg general framework

# svccfg -s pkg/server:symcmerged addpropvalue general/complete

astring: symcmerged

# svccfg -s pkg/server:symcmerged addpropvalue general/enable

boolean: true

# svcadm refresh application/pkg/server:symcmerged

# svcadm enable application/pkg/server:symcmerged

# svcs -a | grep pkg/server

または次のコマンド実行してテスト用にプライベートのデポサーバーを設定します。

# # /usr/lib/pkg.depotd -d /ai/repo_symc -p 10004 > /dev/null &

IE または Firefox で次の URL を確認します。

http://<host>:10004
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6 AI サーバーのインストールサービスを設定します。

次のコマンドを実行します。

# mkdir /ai/iso

AI イメージを Oracle の Web サイトからダウンロードし、/ai/iso のディレクトリに
iso を配置します。

インストールサービスを作成します。

次に例を示します。

Opteron プラットフォーム用に AI インストールサーバーを設定するには、次の手順
を実行します。

# installadm create-service -n sol11x86 -s

/ai/iso/sol-11-1111-ai-x86.iso -d /ai/aiboot/

SPARC プラットフォーム用に AI インストールサーバーを設定するには、次の手順を
実行します。

# # installadm create-service -n sol11sparc -s¥

/ai/iso/sol-11-1111-ai-sparc.iso -d /ai/aiboot/

7 インストーラを実行し、インストールするすべての SFHA 製品のためのマニフェスト
XML ファイルを生成します。

# mkdir /ai/manifests

# <media>/installer -ai /ai/manifests

8 各システムで、ホスト名、ユーザーアカウント、IPアドレスを含めたシステム設定を生
成します。たとえば、次のいずれかを入力します。

# mkdir /ai/profiles

# sysconfig create-profile -o /ai/profiles/profile_client.xml

または

# cp /ai/aiboot/auto-install/sc_profiles/sc_sample.xml

/ai/profiles/profile_client.xml
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9 システムを追加し、指定済みの製品マニフェストとシステム構成に一致させます。

次のコマンドを実行し、Opteron システムを追加します。以下に例を示します。

# installadm create-client -e "<client_MAC>" -n sol11x86

# installadm add-manifest -n sol11x86 -f

/ai/manifests/vrts_manifest_sfha.xml

# installadm create-profile -n sol11x86 -f

/ai/profiles/profile_client.xml -p profile_sc

# installadm set-criteria -n sol11x86 -m vrts_sfha

-p profile_sc -c mac="<client_MAC>"

# installadm list -m -c -p -n sol11x86

次のコマンドを実行し、SPARC システムを追加します。以下に例を示します。

# installadm create-client -e "<client_MAC>" -n sol11sparc

# installadm add-manifest -n sol11sparc -f ¥

/ai/manifests/vrts_manifest_sfha.xml

# installadm create-profile -n sol11sparc -f ¥

/ai/profiles/profile_client.xml -p profile_sc

# installadm set-criteria -n sol11sparc -m ¥

vrts_sfha -p profile_sc -c mac="<client_MAC>"

# installadm list -m -c -p -n sol11sparc

10 Opteron システムでは、Preboot Execution Environment（PXE）でシステムを再
ブートし、オペレーティングシステムと Storage Foundation 製品をインストールしま
す。

Sparc システムでは、次のコマンドを実行してシステムを再ブートし、オペレーティン
グシステムと Storage Foundation 製品をインストールします。

# boot net:dhcp - install

Oracle Solaris 11 システムへのパッケージの手動イン
ストール

Solaris 11 システムにパッケージをインストールするには

1 VRTSpkgs.p5p パッケージをインストールメディアの pkgs ディレクトリからシステム
の /tmp/install ディレクトリにコピーします。

2 すでに追加されたリポジトリのいずれかが接続されていない場合、パッケージのイン

ストールが失敗する可能性があるため、接続されていない発行元を無効にします。

# pkg set-publisher --disable <publisher name>

第 8 章 オペレーティングシステム固有の方法を使用した DMP のインストール
Oracle Solaris 11 システムへのパッケージの手動インストール

52



3 システムにファイルベースのリポジトリを追加します。

# pkg set-publisher -p /tmp/install/VRTSpkgs.p5p Symantec

4 必要なパッケージをインストールします。

# pkg install --accept VRTSvlic VRTSperl VRTSspt

VRTSaslapm VRTSsfmh VRTSvxvm VRTSsfcpi601

5 システムから発行元を削除します。

# pkg unset-publisher Symantec

6 非グローバルゾーンがシステムにある場合、SMF サービスの状態を消去します。非
グローバルゾーンがあると、ファイルベースのリポジトリの設定により、SMF サービス
svc:/application/pkg/system-repository:default がメンテナンス状態に
なります。

# svcadm clear svc:/application/pkg/system-repository:default

7 無効化されている発行元を有効化します。

# pkg set-publisher --enable <publisher name>

JumpStart を使った Solaris 10 への DMP のインストー
ル

このインストール方法は Solaris 10 にのみ適用されます。この JumpStart 手順は、
JumpStart に関する実用的な知識があることを前提とします。JumpStart の使用方法に
ついて詳しくは、オペレーティングシステムに付属の JumpStart のマニュアルを参照し
てください。

アップグレードはサポートされていません。次の手順はスタンドアロン構成を前提としま

す。

言語パッケージについては、JumpStart を使ってパッケージをインストールできます。言
語パッケージをスクリプトに追加して、それらのファイルを JumpStart サーバーのディレ
クトリに配置します。

フラッシュアーカイブを使うと、JumpStart とともに DMP とオペレーティングシステムをイ
ンストールできます。

p.57 の 「フラッシュアーカイブを使用した DMP とオペレーティングシステムのインストー
ル」 を参照してください。
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JumpStart インストール操作の概要
JumpStart のインストールを実行する前にタスクの概略を確認します。

タスクの概略

1 クライアントを追加します（JumpStart サーバーに登録します）。詳しくは、オペレー
ティングシステムに付属の JumpStart のマニュアルを参照してください。

2 JumpStart のインストール手順を読みます。

3 終了スクリプトを生成します。

p.54 の 「終了スクリプトの生成」 を参照してください。

4 共有ストレージのインストールリソースを準備します。

p.55 の 「インストールリソースの準備」 を参照してください。

5 JumpStart 用のルールファイルを変更します。

詳しくは、オペレーティングシステムに付属の JumpStart のマニュアルを参照してく
ださい。

6 JumpStart サーバーを使ってオペレーティングシステムをインストールします。

7 システムが動作中のとき、Veritas ソフトウェアを設定するためにインストールメディア
からインストーラコマンドを実行してください。

# /opt/VRTS/install/installer -configure

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

終了スクリプトの生成
DMP をインストールするための終了スクリプトを生成するには、次の手順を実行します。
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スクリプトを生成するには

1 製品インストーラプログラムを実行して、すべての製品に対するスクリプトを生成しま

す。

./installer -jumpstart directory_to_generate_scripts

または

./install<productname> -jumpstart directory_to_generate_script

<productname> は製品のインストールコマンドです。directory_to_generate_scripts
は製品のスクリプトを置く場所です。

次に例を示します。

# ./installdmp -jumpstart /js_scripts

2 JumpStart の終了スクリプトとカプセル化のスクリプトが、手順 1 で指定したディレク
トリに生成されます。出力は次のようになります。

The finish scripts for DMP is generated at /js_scripts/

jumpstart_dmp.fin

インストールリソースの準備
JumpStart のインストールのリソースを準備します。
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リソースを準備するには

1 インストールメディアの pkgs ディレクトリを共有ストレージにコピーします。

# cd /path_to_installation_media

# cp -r pkgs BUILDSRC

2 パッケージの一覧が含まれる応答ファイルを生成します。

# cd BUILDSRC/pkgs/

# pkgask -r package_name.response -d /

BUILDSRC/pkgs/packages_name.pkg

3 BUILDSRC/pkgs/ ディレクトリの下に adminfile ファイルを作成します。

mail=

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=quit

idepend=quit

rdepend=nocheck

space=quit

setuid=nocheck

conflict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

終了ファイルへの言語パッケージ情報の追加
終了ファイルに言語パッケージ情報を追加するには、次の手順を実行します。
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終了ファイルに言語パッケージ情報を追加するには

1 言語パッケージ用に、言語パッケージのインストールディスクから共有ストレージに

言語パッケージをコピーします。

# cd /cdrom/cdrom0/pkgs

# cp -r * BUILDSRC/pkgs

言語パックをダウンロードする場合

# cd /path_to_language_pack_installation_media/pkgs

# cp -r * BUILDSRC/pkgs

2 終了スクリプトで、製品パッケージ情報をコピーし、製品パッケージを言語パッケー

ジで置き換えます。

3 終了スクリプトは次のようになります。

. . .

for PKG in product_packages

do

...

done. . .

for PKG in language_packages

do

...

done. . .

フラッシュアーカイブを使用した DMP とオペレーティングシステムのイン
ストール

フラッシュアーカイブは、Solaris 10 オペレーティングシステムでのみ使うことができます。
ここで概説する Solaris 固有のタスクについて詳しくは、Solaris のマニュアルを参照して
ください。

メモ: シマンテック社は、マスターシステムのルートディスクがカプセル化されている場合、
フラッシュアーカイブのインストールをサポートしません。

次に、Veritas ソフトウェアに付属しているフラッシュアーカイブの作成とインストールにつ
いて概要を説明します

■ flar（フラッシュアーカイブ）の作成を Bare Metal から開始する場合は、手順 1 から
手順 10 を実行します。
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■ 製品をインストールしたが設定は行っていないシステムから flar 作成を開始する予定
の場合は、手順 1 から 4 を実行し、手順 5 はスキップして、手順 6 から 10 を完了さ
せてください。

■ 製品をインストールして設定したシステムから flar 作成を開始する予定の場合は、手
順 5 から 10 を実行してください。

フラッシュアーカイブの作成に関する概要

1 マスターシステムに Solaris 10 がインストールされていることを確認します。

2 JumpStart を使ってシステムのクローンを作成します。

3 クローンシステムを再ブートします。

4 マスターシステムに Veritas 製品をインストールします。

このガイドで説明するいずれかのインストール手順を実行します。

5 マスターシステムで製品が設定されている場合は、vrts_deployment.sh ファイル
と vrts_deployment.cf ファイルを作成してマスターシステムにコピーします。

p.58 の 「Veritas 配備後スクリプトの作成」 を参照してください。

6 flarcreate コマンドを使って、フラッシュアーカイブをマスターシステムで作成しま
す。

7 JumpStart サーバーにアーカイブをコピーし直します。

8 JumpStart を使って、選択したシステムにフラッシュアーカイブをインストールしま
す。

9 クラスタ内のすべてのノード上で Veritas 製品を設定します。 次のコマンドを使って
設定を開始します。

# /opt/VRTS/install/installdmp -configure

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

10 インストール後タスクと設定タスクを実行します。

インストール後と設定のタスクについては、製品のインストールガイドを参照してくだ

さい。

Veritas 配備後スクリプトの作成
生成された vrts_deployment.sh ファイルと vrts_post-deployment.cf ファイルは、カス
タマイズされたフラッシュアーカイブ配備後スクリプトです。これらのファイルによって、初

回の再ブート前にクローンシステムで Veritas 製品設定がクリーンアップされます。これ
らのファイルはフラッシュアーカイブに含めてください。
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配備後スクリプトを作成するには

1 製品ディスクをマウントします。

2 プロンプトから、インストーラの -flash_archive オプションを実行します。ファイル
を作成するディレクトリを指定します。

# ./installer -flash_archive /tmp

3 ゴールデンシステムに vrts_postedeployment.sh ファイルと
vrts_postedeployment.cf ファイルをコピーします。

4 ゴールデンシステムで以下の手順を実行します。

■ /etc/flash/postdeployment ディレクトリに vrts_postdeployment.sh ファイル
を配置します。

■ /etc/vx ディレクトリに vrts_postdeployment.cf ファイルを配置します。

5 2 つのファイルに次の所有権と権限があることを確認します。

# chown root:root /etc/flash/postdeployment/vrts_postdeployment.sh

# chmod 755 /etc/flash/postdeployment/vrts_postdeployment.sh

# chown root:root /etc/vx/vrts_postdeployment.cf

# chmod 644 /etc/vx/vrts_postdeployment.cf

Veritas 製品をインストールしたフラッシュアーカイブにのみこれらのファイルは必要
となります。

システムコマンドを使った DMP のインストール
pkgadd コマンドを使った Solaris 10 への DMP のインストール

Solaris 10 では、グローバルゾーン内でパッケージをインストールする必要があります。

pkgadd コマンドを使って Solaris 10 に DMP をインストールするには

1 ソフトウェアディスクをマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

2 提供された VRTS* ファイルをインストールメディアから一時的な場所にコピーしま
す。 必要に応じてそれらを修正してください。

# cp /cdrom/cdrom0/pkgs/VRTS* ¥

/tmp/pkgs
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3 現在のディレクトリに admin ファイルを作成します。 pkgadd コマンドを使うときに、-a
adminfile オプションを指定します。

mail=

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=quit

idepend=quit

rdepend=nocheck

space=quit

setuid=nocheck

conflict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

4 以下のいずれかのオプションを指定して製品固有のインストールコマンドを使い、

パッケージのリスト（インストール順）を取得します

■ minpkgs

■ recpkgs

■ allpkgs

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

5 手順 4 に一覧表示されたパッケージをインストールします。

# pkgadd -a adminfile -d /tmp/pkgs pkgname.pkg

Solaris 10 では、グローバルゾーンにある間にこれらのパッケージをインストールす
る必要があります。パッケージの pkginfo ファイルに含まれる変数
SUNW_PKG_ALLZONES が true 以外の値に設定されている場合、-G オプション
を pkgadd コマンドに指定します。

6 パッケージがインストールされていることを確認します。

# pkginfo -lpackagename

7 プロセスを開始します。

pkg install コマンドを使った Solaris 11 への DMP のインストール
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pkg install コマンドを使って Solaris 11 に DMP をインストールするには

1 ソフトウェアディスクをマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

2 提供された VRTS* ファイルをインストールメディアから一時的な場所にコピーしま
す。 必要に応じてそれらを修正してください。

# cp /cdrom/cdrom0/pkgs/VRTS* ¥

/tmp/pkgs

3 以下のいずれかのオプションを指定して製品固有のインストールコマンドを使い、

パッケージのリスト（インストール順）を取得します

■ minpkgs

■ recpkgs

■ allpkgs

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

4 手順 3 に一覧表示されたパッケージをインストールします。

# /usr/bin/pkg set-publisher -p /tmp/pkgs/VRTSpkgs.p5p Symantec

# /usr/bin/pkg install -accept pkgname

# /usr/bin/pkg unset-publisher Symantec

5 パッケージがインストールされていることを確認します。

# pkg info packagename

6 プロセスを開始します。
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インストール後タスク

■ 第9章 インストール後タスクの実行

■ 第10章 DMP のインストールの検証
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インストール後タスクの実行

この章では以下の項目について説明しています。

■ ルートユーザーのルートロールへの変更

ルートユーザーのルートロールへの変更
Oracle Solaris 11 では、インストールを実行するために、ルートユーザーを作成する必
要があります。これはローカルユーザーがルートロールを想定できないことを意味します。

インストール後で、ルートとしてログインできるルートユーザーをローカルユーザーのルー

トロールに変更しなければならない場合があります。

1. root ユーザーとしてログインします。

2. ルートアカウントをロールに変更します。

# rolemod -K type=role root

# getent user_attr root

root::::type=role;auths=solaris.*;profiles=All;audit_flags=lo¥

:no;lock_after_retries=no;min_label=admin_low;clearance=admin_high

3. ロールを割り当て解除されたローカルユーザーにルートロールを割り当てます。

# usermod -R root admin

詳しくは、Oracle Solaris 11 オペレーティングシステムの Oracle のマニュアルを参照し
てください。
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DMP のインストールの検証

この章では以下の項目について説明しています。

■ 製品がインストールされたことの確認

■ インストールログファイル

■ Veritas 製品のプロセスの開始と停止

製品がインストールされたことの確認
DMP 製品がインストールされていることを確認します。

pkginfo（Solaris 10）または pkg info（Solaris 11）コマンドを使ってどのパッケージがイ
ンストールされたかを確認します。

Solaris 10:

# pkginfo -l VRTSvlic package_name package_name ...

Solaris 11:

# pkg info -| VRTSvlic package_name package_name

p.157 の 「Veritas Dynamic Multi-Pathing インストールパッケージ」 を参照してくださ
い。

インストールされた製品のバージョンを確認できます。次のコマンドを実行します。

# /opt/VRTS/install/installdmp<version>

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

次の項の記述に従って、製品のインストールをさらに確認します。
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インストールログファイル
Veritas 製品インストーラまたは製品インストールスクリプトの installdmp は、監査とデ
バッグのためのログファイルを作成します。製品のインストール、設定、アンインストール

が完了するたびに、インストーラはファイルの名前と場所を表示します。ファイルの場所は

/opt/VRTS/install/logs ディレクトリです。監査、デバッグ、今後の使用のために、
ファイルを保存することをお勧めします。

ログファイルには次の種類のテキストファイルが含まれます。

インストールログファイルには、手順の間に実行されたすべてのコマン

ド、その出力、コマンドにより生成されたエラーが含まれます。このファ

イルはインストールの問題をデバッグするためのものであり、Veritas
サポートによる分析に使われることがあります。

インストールログファイル

応答ファイルには手順の間に入力した設定情報が含まれます。

responsefile オプションでインストールスクリプトを起動すると、応
答ファイルを今後のインストール手順で使用できます。応答ファイルは

引数をスクリプトに渡して、自動的に製品をインストールできるようにし

ます。ファイルを編集して、自動的に追加システムをインストールし、設

定できます。

応答ファイル

概略ファイルには、共通の製品インストーラや製品インストールスクリプ

トによるインストールの結果が含まれています。概略には、パッケージ

のリスト、各パッケージの状態（成功かエラー）が含まれています。また、

概略にはどの処理がインストールの間に停止するか、または再起動さ

れたか示します。インストール後、概略ファイルを参照して、開始する

必要がある処理を判断します。

概略ファイル

Veritas 製品のプロセスの開始と停止
インストールと設定の完了後、Veritas 製品インストーラは、インストールした製品で使う
プロセスを開始します。必要に応じて、製品インストーラを使ってプロセスを停止または開

始できます。
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プロセスを停止するには

◆ -stop オプションを使って、製品インストールスクリプトを停止します。

たとえば、製品のプロセスを停止するには、次のコマンドを入力します。

# ./installer -stop

または

# /opt/VRTS/install/installdmp<version> -stop

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

プロセスを開始するには

◆ -start オプションを使って、製品インストールスクリプトを開始します。

たとえば、製品のプロセスを開始するには、次のコマンドを入力します。

# ./installer -start

または

# /opt/VRTS/install/installdmp<version> -start

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

69第 10 章 DMP のインストールの検証
Veritas 製品のプロセスの開始と停止



第 10 章 DMP のインストールの検証
Veritas 製品のプロセスの開始と停止

70



DMP のアップグレード

■ 第11章 DMP のアップグレード計画

■ 第12章 DMP のアップグレード

■ 第13章 Live Upgrade を使った DMP のアップグレード

■ 第14章 アップグレード後のタスクの実行

4



72



DMP のアップグレード計画

この章では以下の項目について説明しています。

■ DMP のアップグレード方法

■ DMP でサポートされるアップグレードパス

■ DMP のアップグレードの準備

DMP のアップグレード方法
アップグレードにはいくつかの異なる方法が用意されています。 環境、専門知識、必要
なダウンタイムに合わせて最適なアップグレード方法を決める必要があります。

表 11-1 この表を参考にして、どのようにアップグレードするかを決定してくだ
さい

アップグレードに利用できる方法アップグレードの種類と注意事項

スクリプトベース - サポートされるアップグレード
パスでアップグレードする場合にこの方法を使う

ことができます。

Web ベース - サポートされるアップグレードパス
でアップグレードする場合にこの方法を使うこと

ができます。

手動 - 以前のリリースからアップグレードする場
合にこの方法を使うことができます。

応答ファイル - サポートされるアップグレードパ
スからアップグレードする場合にこの方法を使う

ことができます。

標準的なアップグレード - Veritas 提供のツー
ルを使うか、手動でアップグレードを実行できま

す。サーバーダウンタイムがある程度必要になり

ます。
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アップグレードに利用できる方法アップグレードの種類と注意事項

オペレーティングシステム固有の方法

オペレーティングシステムアップグレード

ネーティブのオペレーティングシステムアップグ

レード - オペレーティングシステム付属のアップ
グレードソフトウェアを使います。すべてのオペ

レーティングシステムがネーティブアップグレー

ドをサポートしているわけではありません。

DMP でサポートされるアップグレードパス
次の表では、6.0.1 へのアップグレードについて説明します。

表 11-2 スクリプトベースまたは Web ベースのインストーラを使った Solaris
SPARC アップグレード

Solaris 11Solaris 10Solaris 9Veritas ソフトウェ
アのバージョン

N/Aインストーラを使って

6.0.1 にアップグレー
ドします。

Solaris 10 以降に
OS をアップグレード
してから、インストーラ

を使って 6.0.1 にアッ
プグレードします。

5.1 SP1 以降

N/Aインストーラを使って

6.0.1 にアップグレー
ドします。

N/A6.0 と 6.0 RP1

インストーラを使って 6.0.1 に
アップグレードします。

N/AN/A6.0 PR1

表 11-3 スクリプトベースまたは Web ベースのインストーラを使った Solaris
x64 のアップグレード

Solaris 11Solaris 10Veritas ソフトウェアの
バージョン

N/Aインストーラを使って 6.0.1
にアップグレードします。

5.1 SP1*

5.1 SP1 RPx

N/Aインストーラを使って 6.0.1
にアップグレードします。

6.0 と 6.0 RP1

インストーラを使って 6.0.1 にアップグレー
ドします。

N/A6.0 PR1
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*Web ベースのインストーラを使って 5.1 SP1 から 6.0.1 にアップグレードするとき、インス
トーラによってブートディスクのバックアップを作成する場合は、まず 5.1 SP1 RP1 にアッ
プグレードする必要があります。インストーラによるブートディスクのバックアップ作成を希

望しない場合は、5.1 SP1 から 6.0.1 に直接アップグレードできます。

DMP のアップグレードの準備
アップグレードする前に、システムとストレージを準備する必要があります。次の手順を確

認してから、適切なタスクを実行してください。

アップグレードの準備
アップグレードを実行する前に次のタスクを完了してください

■ 詳しいことは、シマンテック社テクニカルサポート Web サイトで確認してください。
http://www.symantec.com/techsupp/

■ Solaris 10 の場合は、すべての非グローバルゾーンがブートされて RUNNING 状態
になっていることを確認してから、Veritas 製品のインストーラを使ってグローバルゾー
ンの Storage Foundation 製品をアップグレードしてください。非グローバルゾーンが
マウントされていなくて、アップグレードのときに動作していない場合、各非グローバ

ルゾーンの各パッケージを手動でアップグレードする必要があります。

Live Upgrade では、代替ルート環境にもゾーンがある場合、VRTSodm をインストール
できません。 最初に VRTSodm パッケージを削除してから、Storage Foundation 製
品をインストールする必要があります。 代替ルートを再ブートした後に、VRTSodm をイ
ンストールできます。

■ アップグレードを実行する管理者は、root アクセス権限を持ち、オペレーティングシ
ステムの管理について十分に理解している必要があります。

■ すべてのユーザーがログアウトしていて、すべての主要なユーザーアプリケーション

が適切に停止されていることを確認します。

■ アップグレードするシステムに有効なバックアップがあることを確認します。

p.76 の 「バックアップの作成」 を参照してください。

■ アップグレードするために十分なファイルシステム領域があることを確認します。パッ

ケージ をコピーする場所を特定します。たとえば、ルートファイルシステムに十分な領
域がある場合は /packages/Veritas、/var ファイルシステムに十分な領域がある
場合は /var/tmp/packages にします。

/tmp にはファイルを置かないでください。また、アップグレードスクリプトを実行するま
でアクセスできないファイルシステムには、ファイルを保存しないでください。

アップグレードスクリプトへの変更が必要なければ、Veritas から提供されたディスク
を使ってアップグレードすることもできます。/usr/local が最初にスライスとして作成
されていた場合は、変更が必要です。

75第 11 章 DMP のアップグレード計画
DMP のアップグレードの準備

http://www.symantec.com/techsupp/


■ /sbin/rcS.d 内の起動スクリプトを編集し、ファイルシステムが存在しないと異常終
了することがわかっているアプリケーションのコマンドまたはプロセスをコメントアウトし

ます。

■ 現在のオペレーティングシステムが製品のバージョン 6.0.1 をサポートすることを確認
してください。 オペレーティングシステムがこの製品をサポートしない場合は、段階的
アップグレードを計画してください。

■ アップグレードと、Veritas 製品を使うアプリケーションのために、十分な停止時間と
ダウンタイムをスケジュール設定します。設定によっては、停止が数時間になる場合

があります。

■ rootdg 内にスワップパーティションがない場合は、/etc/vfstab からコメントアウト
する必要があります。可能ならば、ルートディスク上にある以外のスワップパーティショ

ンは、/etc/vfstab からコメントアウトされ、アップグレード中にマウントされないように
する必要があります。rootdg 内にアクティブなスワップパーティションがない場合は、
upgrade_start は失敗します。

■ アップグレード前にファイルシステムが正常にマウント解除されていることを確認しま

す。

■ シマンテック社は VxFS 6.0.1 をインストールする前のサポート対象のバージョンに
VxFS のディスクレイアウトをアップグレードすることを推奨します。 サポートされない
ディスクレイアウトバージョン 4、5 と 6 は VxFS 6.0.1 でオンラインのアップグレードを
行う目的でマウントできます。 VxFS 6.0.1 をインストールする前にサポートされないレ
イアウトバージョンをオンラインでアップグレードできます。

■ アレイをアップグレードします（必要な場合）。

p.77 の 「アレイサポートのアップグレード」 を参照してください。

■ 情報をミラー化ディスクに確実に保存するために、システムをシャットダウンし、ミラー

化ディスクを物理的に削除します。ディスクを物理的に削除することで、フェールバッ

クポイントがわかります。

バックアップの作成
アップグレードの前に、関連するシステム情報を保存します。

バックアップを作成するには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 アップグレードする前に、保存する必要のあるすべてのデータのバックアップが作成

されていることを確認します。

/etc/system ファイルのバックアップを作成します。

第 11 章 DMP のアップグレード計画
DMP のアップグレードの準備

76



3 インストーラは VxVM プライベートリージョンの設定ファイルの最近のバックアップが
/etc/vx/cbr/bk に保存されていることを検証します。

保存されていない場合は、警告メッセージが表示されます。

警告: /etc/vx/cbr/bk ディレクトリをバックアップします。

4 vxlicrep、vxdisk list、vxprint -ht コマンドを実行し、出力を記録します。こ
の情報を使って、アップグレード後にシステムを再設定します。

アレイサポートのアップグレード
Storage Foundation 6.0.1 リリースには、単一のパッケージである VRTSaslapm にすべ
てのアレイサポートが含まれます。アレイサポートパッケージには、以前に VRTSvxvm
パッケージに含まれていたアレイサポートが含まれます。またアレイサポートパッケージに

は、以前に外部アレイサポートライブラリ（ASL）とアレイポリシーモジュール（APM）として
パッケージ化されていたサポートも含まれます。

サポート対象アレイについて詳しくは、6.0.1 ハードウェア互換性リストを参照してくださ
い。

p.13 の 「ハードウェア互換性リスト（HCL）」 を参照してください。

製品インストーラで Storage Foundation 製品をアップグレードする場合、インストーラが
自動的にアレイサポートをアップグレードします。手動手順で Storage Foundation 製品
をアップグレードする場合は、以前にシステムにインストールした外部 ASL または APM
をすべて削除してください。外部 ASL または APM が検出された場合、VRTSvxvm パッ
ケージのインストールはエラーになって終了します。

Storage Foundation 6.0.1 をインストールした後、シマンテック社は VRTSaslapm パッ
ケージ への更新を通して、新しいディスクアレイのサポートを提供します。

アレイのサポートについて詳しくは、『Veritas Storage Foundation 管理者ガイド』を参
照してください。
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DMP のアップグレード

この章では以下の項目について説明しています。

■ 製品インストーラでの Veritas Dynamic Multi-Pathing のアップグレード（OS のアッ
プグレードが必要ない場合）

■ 製品のインストーラまたは手動手順を使った Veritas Dynamic Multi-Pathing の
6.0.1 へのアップグレード

■ Veritas の Web ベースインストーラを使った Veritas Dynamic Multi-Pathing の
アップグレード

■ Solaris オペレーティングシステムのアップグレード

■ 言語パッケージのアップグレード

製品インストーラでの Veritas Dynamic Multi-Pathing
のアップグレード（OS のアップグレードが必要ない場合）

ここでは、ルートディスクがカプセル化されていない、または Solaris のバージョンをアッ
プグレードする意図がない場合に、現在の Veritas Dynamic Multi-Pathing にアップ
グレードする方法について説明します。6.0.1 でサポートされている Solaris のバージョン
をすでに実行している場合にのみこの手順を使います。

Veritas Dynamic Multi-Pathing をアップグレードするには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 VxVM でルートディスクがカプセル化されている場合は、次の手順に従って、一覧
表示されている順にルートディスクのミラー化およびカプセル化を解除します

■ vxplex コマンドを使って、ルートディスクではないディスク上にあるボリューム
rootvol、swapvol、usr、var、opt、home のすべてのプレックスを削除します。

たとえば、次のコマンドを実行すると、ルートディスク以外のディスク上に設定さ

れた mirrootvol-01 と mirswapvol-01 プレックスが削除されます。
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# vxplex -o rm dis mirrootvol-01 mirswapvol-01

警告: もとのディスクパーティションに対応しているルートディスク上のプレックス
を削除しないでください。

■ 次のコマンドを入力して、ボリュームデバイスを通じてではなく、ディスクパーティ

ションを通じて直接アクセスできるように、ルートディスク内のすべてのカプセル

化されたボリュームを変換します。

# /etc/vx/bin/vxunroot

カプセル化が解除された後、システムは、カプセル化されていないルートディス

クから再起動されます。

システムで VxVM 4.1 MP2 が実行している場合、次のようなカプセル化の一部
がまだ残っています

■ プライベートおよびパブリックリージョンのパーティションテーブルエントリ

■ VxVM の GRUB または LILO 設定エントリ

3 システムに独立した /opt と /var ファイルシステムがある場合、インストールを続行
する前に、それらがマウントされていることを確認します。

4 ディスクをロードおよびマウントします。ソフトウェアをダウンロードしたら、ダウンロー

ドディレクトリの最上位に移動します。

5 ディスクから、installer コマンドを実行します。ソフトウェアをダウンロードした
ら、./installer コマンドを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0

# ./installer

6 G を入力してアップグレードし、［完全アップグレード（Full Upgrade）］を選択します。

7 ソフトウェアがインストールされるシステム名（次の例では「sys1」）を入力するよう求
められます。システム名（1 つまたは複数）を入力し、Return キーを押します。

Enter the system names separated by spaces on which to

install DMP: sys1sys2

既存の設定によっては、各種メッセージやプロンプトが表示される場合があります。

プロンプトに適切に回答します。

8 エンドユーザー使用許諾契約の条件に同意するかどうかを尋ねられます。同意する

場合は y を押して続行します。
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9 インストールまたは更新されるパッケージが一覧表示されます。アップグレードする

準備が整ったことを確認するように求めるメッセージが表示されます。

10 製品プロセスを停止します。

Do you want to stop DMP processes now? [y,n,q] (y) y

y を選択すると、インストーラはアップグレードを行う前に、製品のプロセスを停止し、
いくつかの設定を更新します。

11 指定したパッケージの停止、アンインストール、再インストール、および起動が実行

されます。

12 5.0 からアップグレードする場合、または Veritas Dynamic Multi-Pathing が
vxkeyless キーなしで実行される場合、インストーラで次の警告が表示されます。

CPI WARNING V-9-40-5323 DMP license version 5.0 is not

updated to 6.0 on sys1. It's recommended to upgrade to a 6.0 key.

CPI WARNING V-9-40-5323 DMP license version 5.0 is not updated

to 6.0 on sys2. It's recommended to upgrade to a 6.0 key.

DMP is licensed on the systems.

Do you wish to enter additional licenses? [y,n,q,b] (n) n

13 Veritas Dynamic Multi-Pathing ソフトウェアが検証および設定されます。

14 フィードバックの提供と、アップグレードのためのログの場所の指定を求めるメッセー

ジが表示されます。

15 DMP のネーティブサポートを有効にするためにインストーラのプロンプトが再ブート
を要求した場合は、システムを再ブートしてください。

製品のインストーラまたは手動手順を使った Veritas
Dynamic Multi-Pathing の 6.0.1 へのアップグレード

この項は DMP を以前のリリースから 6.0.1 にアップグレードすることについて記述します。
Veritas Storage Foundation のアップグレードは、シングルユーザーモードから実行す
ることをお勧めします。

製品インストーラでの Veritas Dynamic Multi-Pathing のアップグレード
ここでは、Solaris バージョンをアップグレードせずに、最新の Veritas Dynamic
Multi-Pathing にアップグレードする方法について説明します。6.0.1 でサポートされて
いる Solaris のバージョンをすでに実行している場合にのみこの手順を使います。
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Veritas Dynamic Multi-Pathing をアップグレードするには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 ディスクをロードしてマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

3 共通インストーラを起動するには、次の例のように CD-ROM 内の installer コマ
ンドを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0

# ./installer

4 アップグレードするには、G を入力して、Return キーを押します。

5 システム名（次の例では「host1」）を入力するようにプロンプトで求められます。シス
テム名（1 つまたは複数）を入力し、Return キーを押します。

Enter the system names separated by spaces on which to

install DMP: host1

既存の設定によっては、各種メッセージやプロンプトが表示される場合があります。

プロンプトに適切に回答します。

6 エンドユーザー使用許諾契約の条件に同意するかどうかを尋ねられます。同意する

場合は y を押して続行します。

7 DMP 5.1 SP1 for Solaris からアップグレードする場合は、この手順を実行できます
（x64 の場合は DMP 5.1 SP1 RP1）。

インストーラが、アップグレードするいずれかのシステムにミラー化されカプセル化さ

れたブートディスクがあるかどうかを検出します。 ミラー化されたブートディスクがある
システムでは、アップグレードを続行する前に、システムのブートディスクグループの

バックアップを作成することができます。 ブートディスクグループを分割してバックアッ
プを作成する場合は、y を入力します。

メモ: ルートディスクグループバックアップのミラーを分割するには、アップグレードの
完了次第、再ブートする必要があります。

8 バックアップブートディスクグループの名前を入力するようメッセージが表示されま

す。名前を入力するか、または Enter キーを押してデフォルトを受け入れます。

メモ: 分割操作には時間がかかることがあります。

9 分割操作の開始を確認するメッセージが表示されます。y を押して続行します。
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10 製品プロセスを停止します。

Do you want to stop DMP processes now? ? [y,n,q] (y) y

11 インストールまたはアップグレードするパッケージが一覧表示され、インストールまた

はアップグレードが実行されます。

12 5.0 からアップグレードする場合、または Veritas Dynamic Multi-Pathing が
vxkeyless キーなしで実行される場合、インストーラで次の警告が表示されます。

CPI WARNING V-9-40-5323 DMP license version 5.0 is not

updated to 6.0 on sys1. It's recommended to upgrade to a 6.0 key.

CPI WARNING V-9-40-5323 DMP license version 5.0 is not updated

to 6.0 on sys2. It's recommended to upgrade to a 6.0 key.

DMP is licensed on the systems

Do you wish to enter additional licenses? [y,n,q,b] (n) n

13 Veritas Storage Foundation ソフトウェアが検証、設定、および起動されます。

14 この手順は、ブートディスクグループをバックアップディスクグループに分割する場

合にのみ実行します。ブートが正常に実行されたら、アップグレードを確認し、バッ

クアップディスクグループを再結合します。アップグレードに失敗した場合は、バック

アップディスクグループに戻してください。

手動手順を使った Veritas Dynamic Multi-Pathing のアップグレード
ここでは、Solaris バージョンをアップグレードする意図がない場合に、Veritas Dynamic
Multi-Pathing の以前のバージョンから最新の Veritas Dynamic Multi-Pathing（6.0.1）
にアップグレードする方法について説明します。6.0.1 でサポートされている Solaris の
バージョンをすでに実行している場合にのみこの手順を使います。
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Veritas Dynamic Multi-Pathing をアップグレードするには

1 マウントされている VxFS ファイルシステムのマウントを解除します。

各ホストが VxVM と VxFS の同じバージョンを実行する場合、インストーラは複数の
ホストのアップグレードをサポートします。ホストが異なるバージョンで実行されてい

る場合、個別にアップグレードする必要があります。

QuickLog 機能によってマウントされる VxFS ファイルシステムがある場合は、アップ
グレードする前に QuickLog を無効にする必要があります。詳しくは、『Veritas File
System 管理者ガイド』の「Veritas QuickLog」の章を参照してください。

2 VxFS NetBackup ライブラリパッケージ（VRTSfsnbl）がインストールされている場合
は、新しいパッケージをインストールする前に削除します。

パッケージを削除するには、pkgrm（Solaris 10）または pkg uninstall（Solaris
11）コマンドを次のように使います。

# pkgrm VRTSfsnbl

または

# pkg uninstall VRTSfsnbl

必要に応じて、システムメッセージに応答します。

このパッケージの中に含まれるライブラリは、6.0.1 の VRTSvxfs パッケージに含ま
れています。

3 システムに独立した /opt と /var ファイルシステムがある場合、インストールを続行
する前に、それらがマウントされていることを確認します。

4 ソフトウェアディスクをロードおよびマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

5 DMP パッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /dvd_mount

6 既存のインストールから Veritas のパッケージを削除します。

削除するパッケージの一覧については、以前のリリースの『Veritas Dynamic
Multi-Pathing インストールガイド』を参照してください。

7 次のコマンドを実行して、インストールが推奨されているパッケージの一覧を表示し

ます。

# ./installdmp -recpkgs
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8 前の手順のパッケージをインストールするには、pkgadd（Solaris 10）または pkg
install（Solaris 11）コマンドを使います。

Solaris 10:

# pkgadd -d ./package_name.pkg

Solaris 11:

# pkg set-publisher -p /dvd_mount/VRTSpkgs.p5p Symantec

# pkg install --accept pkg_name

# pkg unset-publisher Symantec

9 installdmp -configure コマンドを使って DMP のインストールを設定します。

アップグレードスクリプトを使った Veritas Storage Foundation から 6.0.1
へのアップグレード（OS アップグレード）

この項では、Solaris バージョンをアップグレードする必要がある場合の、最新の Veritas
Storage Foundation へのアップグレードについて説明します。オペレーティングシステ
ムがサポート対象の Solaris のバージョンになければ、この手順に従う必要があります。

このアップグレード手順では、既存の VxVM と VxFS の設定を保持することができます。
アップグレード後は、vxinstall を再度実行しなくても、ファイルシステムとボリュームを
アップグレード前のように使えます。

この手順は、必ず指定された順序に従って行ってください。

アップグレードを開始するには

1 VCS Agents for VVR が設定されている場合、開始する前に、アップグレード前の
手順を実行する必要があります。

2 ディスクをロードしてマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

3 システムでアップグレードできることを検証します。次のコマンドを入力します。

# /dvd_mount/scripts/upgrade_start -check

4 Volume Manager の以前の設定を保持するために upgrade_start スクリプトを実
行します。

# /dvd_mount/scripts/upgrade_start
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5 何らかの理由で upgrade_start スクリプトが失敗する場合、upgrade_finish ス
クリプトを実行してすでに実行したすべての変更を取り消します。システムが復旧さ

れたことを、/etc/system、/etc/vfstab、および format コマンドの出力を比較す
ることにより確認します。次に upgrade_start 障害の理由を判断し、修正します。
適時のやり方で問題を修正できない場合、vfstab ファイルを保存されたバージョン
に復元し、すべての他のアプリケーションを復元し、init 6 を実行してシステムを完
全に復元します。

6 すべてのホストで、すべてのプライマリ RLINK が最新であることを確認します。

# vxrlink -g diskgroup status rlink_name

注意: プライマリ RLINK が最新になるまで処理を続行しないでください。

7 VVR が設定されている場合、すべてのホストで vvr_upgrade_start スクリプトを実
行して、もとの VVR 設定を保存します。

# /dvd_mount/scripts/vvr_upgrade_start

8 VxFS ファイルシステムが /etc/vfstab ファイルで指定されている場合は、コメント
アウトします。

9 次の方法の 1 つで既存の Storage Foundation のパッケージを削除します。

■ uninstalldmp スクリプトの使用

■ pkgrm の使用

詳しくは、既存の Storage Foundation バージョンの『Storage Foundation インス
トールガイド』を参照してください。

uninstalldmp スクリプトを実行した後、すべての VRTS* パッケージが削除されて
いることを確認します。削除されていない場合は、pkgrm を使って手動で削除してく
ださい。

10 オペレーティングシステムをアップグレードしたら、すぐに実行します。

Solaris のインストールマニュアルを参照します。

11 次の方法の 1 つで Storage Foundation のパッケージをインストールします。

■ 共通インストーラの使用

p.87 の 「製品インストーラで Veritas Storage Foundation のパッケージをアッ
プグレードするには」 を参照してください。

■ 手動手順の使用

p.87 の 「手動手順で Veritas Storage Foundation のパッケージをアップグレー
ドするには」 を参照してください。
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製品インストーラで Veritas Storage Foundation のパッケージをアップグレードするに
は

1 ディスクをロードしてマウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

2 共通インストーラを起動するには、次の例のように CD-ROM 内の installer コマ
ンドを実行します。

# cd /dvd_mount

# ./installer

3 製品をアップグレードするには、I を選択します。インストーラで、以前の設定を使う
かどうかが尋ねられます。

4 既存の設定によっては、各種メッセージやプロンプトが表示される場合があります。

プロンプトに適切に回答します。

5 /etc/vfstab ファイル内の VxFS File System エントリをコメントアウトした場合は、
コメント解除します。

6 設定を復元してアップグレードを完了します。

手動手順で Veritas Storage Foundation のパッケージをアップグレードするには

1 Veritas Storage Foundation for DB2 または Veritas Storage Foundation for
Oracle からアップグレードしようとしている場合は、アップグレードの前に既存のス
ナップショットをすべて再同期します。

Veritas Storage Foundation for DB2 の場合

# /opt/VRTS/bin/db2ed_vmsnap -D DB2DATABASE -f SNAPPLAN ¥

-o resync

Veritas Storage Foundation for Oracle の場合

# /opt/VRTS/bin/dbed_vmsnap -S $ORACLE_SID -f SNAPPLAN ¥

-o resync

2 ソフトウェアディスクをロードおよびマウントします。

3 パッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /dvd_mount
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4 次のコマンドを実行して、インストールが推奨されているパッケージの一覧を表示し

ます。

./installdmp -recpkgs

次のコマンドを実行して、インストールするすべてのパッケージの一覧を表示します。

./installdmp -allpkgs

5 pkgadd コマンドでパッケージを追加します。

6 /etc/vfstab ファイル内の VxFS File System エントリをコメントアウトした場合は、
コメント解除します。

7 設定を復元してアップグレードを完了します。

設定の復元とアップグレードの完了

1 upgrade_finish スクリプトを実行し、アップグレードを完了します。

# devlinks

# /dvd_mount/scripts/upgrade_finish

2 次のコマンドを使って製品を設定します。

# /dvd_mount/installer -configure

アンロードできない Veritas モジュールがある場合は、次の手順を実行します。

■ システムを再起動します。

3 旧 6.0.1 の Veritas Volume Manager ディスクグループをインポートしても、ディス
クグループバージョンは自動的には VxVM 6.0.1 レベルにアップグレードされませ
ん。VxVM アップグレードに続いて、手動でディスクグループのそれぞれをアップグ
レードする必要がある場合があります。

Veritas の Web ベースインストーラを使った Veritas
Dynamic Multi-Pathing のアップグレード

ここでは、Veritas の Web ベースのインストーラを使った DMP のアップグレードについ
て説明します。インストーラは、指定のシステム（複数可）で現在インストールされている製

品を検出し、アップグレードします。
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DMP をアップグレードするには

1 保持するデータの保存に必要な手順を実行します。 たとえば、設定ファイルのバッ
クアップを作成します。

2 Web ベースインストーラを開始します。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラの起動」 を参照してください。

3 ［タスクと製品を選択します（Select a task and a product）］ページで、［タスク（Task）］
ドロップダウンメニューから［製品のアップグレード（Upgrade a Product）］を選択し
ます。

指定のシステムにインストールされている製品がインストーラによって検出されます。

［次へ（Next）］をクリックします。

4 アップグレードを行うシステムを指定します。1 つ以上のシステム名をスペースで区
切って入力します。［次へ（Next）］をクリックします。

5 ［次へ（Next）］をクリックして、アップグレードを完了します。

アップグレードが完了すると、ログと概略ファイルの場所が表示されます。 必要に応
じて、ファイルを表示してインストール状態を確認します。

6 システムの再ブートを求めるメッセージを表示されたら、次の再ブートコマンドを入力

します。

# /usr/sbin/shutdown -r now

Solaris オペレーティングシステムのアップグレード
古いリリースの Solaris オペレーティングシステムで Veritas Dynamic Multi-Pathing
6.0.1 を実行している場合は、次の手順で Solaris オペレーティングシステムをアップグ
レードできます。

警告: この手順で Solaris オペレーティングシステムをアップグレードできるのは、Veritas
Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 を実行している場合のみです。

/opt ディレクトリがシステム内に存在し、書き込み可能であり、シンボリックリンクではない
ことを確認します。これは、upgrade_start で一時変換されないボリュームは、アップグ
レードプロセスで使えないためです。/opt のシンボリックリンク先が変換されないボリュー
ムである場合、そのシンボリックリンクはアップグレード中は機能せず、/opt 内の項目は
インストールされません。
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Solaris オペレーティングシステムのみをアップグレードするには

1 次のコマンドを使って、システムをシングルユーザーモードに移行します。

# init S

/opt がそれ自身のパーティションに存在する場合は、/opt を手動でマウントする
必要があります。

2 Veritas Dynamic Multi-Pathing の現在インストールされているバージョンからの
ソフトウェア CD をロードし、マウントします。

p.32 の 「製品ディスクのマウント」 を参照してください。

3 次のコマンドを使って、ディレクトリを変更します。

# cd /mount_point/scripts

4 引数に -check を指定して upgrade_start コマンドを実行すると、正常なアップグ
レード処理を妨げる問題が存在するかどうかを検出できます。現在インストールされ

た SF リリースと供給された upgrade_start のスクリプトを使います。このコマンドの
実行結果が正常であれば upgrade_start スクリプトの実行を継続できますが、エ
ラーが報告された場合は問題を修正して upgrade_start -check を再実行する
必要があります。

# ./upgrade_start -check

5 upgrade_start スクリプトを実行して、システムをパーティションで起動できるように
しますupgrade_start スクリプトにより、ファイルシステムを含むボリュームが検索さ
れ、作成されていた場合はパーティションに変換されます。

# ./upgrade_start

6 システムの実行レベルを 0 に変更します。

# init 0

7 サポート対象の Solaris のバージョンにオペレーティングシステムをアップグレード
します。

Solaris のアップグレードに使う手順によっては、システムを実行レベル 0 から起動
する必要があります。Solaris をアップグレードする方法については、Solaris のイン
ストールマニュアルを参照してください。

8 Solaris オペレーティングシステムをインストールした後、Veritas Dynamic
Multi-Pathing 6.0.1 で必要な Solaris パッチをインストールします。

『Veritas Dynamic Multi-Pathing リリースノート』を参照してください。
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9 Solaris オペレーティングシステムをアップグレードした後にシステムを起動したら、
次のコマンドを入力してシステムをシングルユーザーモードで再起動します。

# init S

10 /opt がマウントされていることを確認します。

11 Veritas Dynamic Multi-Pathing の現在インストールされているバージョンからの
ソフトウェア CD をロードし、マウントします。

12 Solaris 10 にアップグレードした場合は、Solaris 10 の機能をサポートするために、
特定の Veritas Dynamic Multi-Pathing パッケージを再インストールする必要が
あります。

必要なパッケージを再インストールするには、次の手順を実行します

■ インストールと逆の順序で既存のパッケージを削除します。たとえば、すべての

パッケージのインストールを選択した場合は、次の順序でアンインストールしま

す。

■ 次のコマンドを実行します。

インストールが推奨されているパッケージの一覧を取得するには

# ./installdmp -recpkgs

または

インストールするすべてのパッケージの一覧を取得するには

# ./installdmp -allpkgs

■ 適切なパッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /mount_point/pkgs

■ pkgadd コマンドを使って、生成した一覧からパッケージをインストールします。

■ システムを再起動します。

13 次のように入力して、ソフトウェアディスクからの、現在インストールされているバー

ジョンの Storage Foundation のアップグレードを完了します。

# devlinks

# ./upgrade_finish
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言語パッケージのアップグレード
Veritas 製品をアップグレードする場合、英語以外の言語では、英語パッケージをインス
トールしてから必要な言語パッケージをインストールする必要があります。続行する前に

英語のインストールが正しいことを確認してください。

言語パッケージを初期インストール用としてインストールしてください。

p.37 の 「言語パッケージのインストール」 を参照してください。
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Live Upgrade を使った DMP
のアップグレード

この章では以下の項目について説明しています。

■ Live Upgrade について

■ Live Upgrade のサポート対象アップグレードパス

■ Solaris Live Upgrade を使った DMP のアップグレードの前に

■ Live Upgrade を使った DMP と Solaris のアップグレード

■ Live Upgrade を使った Solaris のアップグレード

■ Live Upgrade を使った DMP のアップグレード

■ ブート環境の管理

Live Upgrade について
Solaris 10 システムで Live Upgrade を使うと、次の種類のアップグレードを実行できま
す

■ オペレーティングシステムと DMP をアップグレードします。
p.96 の 「Live Upgrade を使った DMP と Solaris のアップグレード」 を参照してくだ
さい。

■ オペレーティングシステムをアップグレードします。

p.100 の 「Live Upgrade を使った Solaris のアップグレード」 を参照してください。

■ DMP をアップグレードします。
p.102 の 「Live Upgrade を使った DMP のアップグレード」 を参照してください。
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図 13-1 に、Veritas 製品を 5.1 SP1 から 6.0.1 にアップグレードする例と、オペレーティ
ングシステムを Solaris 9 から Solaris 10 にアップグレードする例を示します。

図 13-1 Live Upgrade プロセス

サーバーの実行中に、代替
ブート環境をプライマリ
ブート環境から
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Veritas 製品を
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でインストーラを使って、または手動で
アップグレードする

一部のサービスグループ（フェールオーバーとパラレル）はこのクラスタ内でオンラインの

場合があり、Live Upgrade 処理に影響されません。 経験される唯一のダウンタイムは
サーバーが代替ブートディスクにブートするために再ブートされるときです。

Live Upgrade のサポート対象アップグレードパス
Live Upgrade を使う予定のシステムは Solaris 9 か Solaris 10 を実行する必要がありま
す。Solaris 9 を実行するシステムからアップグレードできますが、DMP 6.0.1 は Solaris
9 でサポートされません。Solaris 11 での Live Upgrade はサポートされません。

DMP のバージョンは 5.1 SP1 以上である必要があります。

Live Upgrade は次の仮想化環境で使うことができます。

表 13-1 仮想化環境での Live Upgrade のサポート

手順環境

Live Upgrade を実行してグローバルゾーンと非グロー
バルゾーンの両方をアップグレードします。

p.96 の 「Live Upgrade を使った DMP と Solaris の
アップグレード」 を参照してください。

Solaris ネーティブゾーン
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手順環境

Live Upgrade を実行してグローバルゾーンをアップ
グレードします。

p.96 の 「Live Upgrade を使った DMP と Solaris の
アップグレード」 を参照してください。

手動でブランドゾーンを個別にアップグレードします。

ブランドゾーンがあっても Live Upgrade を実行でき
ますが、ブランドゾーンはアップグレードされないこと

に注意してください。

Solaris ブランドゾーン（BrandZ）

制御ドメインでのみ Live Upgrade を実行します。

ゲストドメインでのみ Live Upgrade を実行します。

両方のタイプの論理ドメインで、Live Upgrade の標準
手順を実行します。

p.96 の 「Live Upgrade を使った DMP と Solaris の
アップグレード」 を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC

Solaris Live Upgrade を使った DMP のアップグレードの
前に

アップグレードする前に、次の手順を実行します。

Live Upgrade を準備するには

1 DMP のインストールメディアとオペレーティングシステムのインストールイメージが利
用できる状態で手もとにあることを確認します。

2 アップグレードするノードで、プライマリブートディスクのルートパーティションと少なく

とも同じサイズの代替ブートディスクを選択します。

3 プライマリブートディスクで、Live Upgrade パッチをオペレーティングシステムに適
用します。 パッチ 137477-01 が必要です。 このパッチがインストールされたことを
検証してください。

4 Live Upgrade パッケージのバージョンは、代替ブートディスクでアップグレードする
オペレーティングシステムのバージョンと一致する必要があります。 Solaris オペレー
ティングシステムをアップグレードする場合は、次の手順を実行します

■ 現在のオペレーティングシステムのバージョン用にインストールされている Live
Upgrade パッケージを削除します。
すべての Solaris バージョン: SUNWluu、SUNWlur パッケージ
Solaris 10 Update 7 以降ではさらに: SUNWlucfg パッケージ
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■ 新しい Solaris のインストールイメージから、Live Upgrade パッケージの新しい
バージョンをインストールしてください。

Solaris のすべてのバージョン: SUNWluu、SUNWlur、SUNWlucfg パッケー
ジ

Solaris のインストールメディアにはこのためのスクリプト（liveupgrade20 という名前）
が付属します。スクリプトを

/cdrom/solaris_release/Tools/Installers/liveupgrade20 で見つけてください。
スクリプトを使う場合は、次を使用できます。

# /cdrom/solaris_release/Tools/Installers/liveupgrade20 ¥

-nodisplay -noconsole

5 プライマリブートディスクにインストールされているパッチが、指定されたイメージに欠

けている場合は、そのパッチ番号を書き留めます。代替ブートディスクがプライマリ

ブートディスクと同じであるようにするには、これらのパッチを代替ブートディスクにイ

ンストールする必要があります。

手順の例では、プライマリまたは現在のブート環境は Disk0（c0t0d0s0）に存在し、代替
または非アクティブなブート環境は Disk1（c0t1d0s0）に存在します。

Live Upgrade を使った DMP と Solaris のアップグレー
ド

Live Upgrade を使って DMP をアップグレードするには次の手順があります

■ Solaris Live Upgrade を使ったアップグレードを準備します。
p.95 の 「Solaris Live Upgrade を使った DMP のアップグレードの前に」 を参照して
ください。

■ 代替ブートディスクに新しいブート環境を作成します。

p.97 の 「代替ブートディスクでの新しいブート環境の作成」 を参照してください。

■ 手動またはインストーラを使用して、代替ブート環境で Veritas Dynamic
Multi-Pathing 6.0.1 にアップグレードします。

DMP を手動でアップグレードするには、次の手順を参照してください

■ p.98 の 「DMP の手動でのアップグレード」 を参照してください。

DMP をインストーラを使ってアップグレードするには、次の手順を参照してください

■ p.97 の 「Live Upgrade のインストーラを使った DMP のアップグレード」 を参照
してください。

■ 代替ブート環境が新しいプライマリになるように切り替えます。

p.99 の 「Live Upgrade の完了」 を参照してください。
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■ DMP の Live Upgrade を検証します。
p.100 の 「DMP の Live Upgrade の確認」 を参照してください。

代替ブートディスクでの新しいブート環境の作成

メモ: この手順を完了するには、数時間かかる場合があります。ブート環境を不安定な状
態にすることがあるため、セッションを中断しないでください。

処理の最後に、次のタスクが実行されます

■ オペレーティングシステムのアップグレードを選択する場合、代替ブートディスクの

Solaris オペレーティングシステムがアップグレードされます。

■ プライマリブート環境のクローンを作成することによって、新しいブート環境が代替ブー

トディスクに作成されます。

代替ブートディスクに新しいブート環境を作成するには

1 新しいブート環境を作成する VxVM ディスクの一覧を表示します。

# vxdisk list

2 出力を確認し、新しいマウントポイントを書き留めてください。システムがアップグレー

ドの完了前に再起動されたり、マウントが解除されたりする場合は、ディスクをマウン

トし直す必要がある場合もあります。

マウントし直す必要がある場合、次のコマンドを実行します。

3 代替ブートディスクが作成されて /altroot.5.10 にマウントされたら、Veritas 製品の
インストールに必要な代替ブートディスクで、オペレーティングシステムパッチまたは

パッケージをインストールします。

# pkgadd -R /altroot.5.10 -d pkg_dir

Live Upgrade のインストーラを使った DMP のアップグレード
DMP をアップグレードするために、Veritas 製品のインストーラを Live Upgrade の一部
として使うことができます。

プロセスの終わりに次の処理が行われます。

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 が代替ブートディスクにインストールされま
す。
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インストーラを使って DMP の Live Upgrade を実行するには

1 Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 の製品 CD を挿入するか、またはネットワー
ク上のソフトウェアのコピーにアクセスします。

2 代替ブートディスクとしてルートパスを指定するインストーラスクリプトを実行するに

は、次のように入力します。

# ./installer -upgrade -rootpath /altroot.5.10

3 Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 にアップグレードするノードの名前を入力
します。

インストーラは、ノードにインストールされるか、またはアップグレードされるパッケー

ジのリストを表示します。

4 Return キーを押して、インストールを続行します。

5 代替ブートディスク上の Veritas パッケージのバージョンが 6.0.1 であることを確認
します。

# pkginfo -R /altroot.5.10 -l VRTSpkgname

次に例を示します。

/altroot.5.10/opt/VRTS/install/logs でインストールログを確認してくださ
い。

DMP の手動でのアップグレード
プロセスの終わりに次の処理が行われます

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 が代替ブートディスクにインストールされま
す。

DMP の Live Upgrade を手動で実行するには

1 代替ブートディスク上の DMP パッケージをインストールされた順番と逆の順番に削
除します

■ Dynamic Multi-Pathing（DMP）の場合:

# pkgrm -R /altroot.5.10 ¥

VRTSsfmh VRTSaslapm VRTSvxvm VRTSspt VRTSvlic VRTSperl
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-R オプションを付けると、代替ブートディスクのルートパス /altroot.5.10 からパッ
ケージが削除されます。

2 pkgs ディレクトリから DMP パッケージをインストールします。pkgadd コマンドを使っ
てパッケージを次の順に一度に 1 つずつ代替ブートディスクにインストールする必
要があります。

■ DMP の場合:

VRTSvlic.pkg VRTSperl.pkg VRTSspt.pkg VRTSvxvm.pkg VRTSaslapm.pkg

VRTSsfmh.pkg

次に例を示します。

# pkgadd -R /altroot.5.10 -d package_name.pkg

package_name.pkg をパッケージの名前（たとえば VRTSperl.pkg）に置き換えま
す。

# pkgadd -R /altroot.5.10 -d VRTSperl.pkg

3 代替ブートディスク上の Veritas パッケージのバージョンが 6.0.1 であることを確認
します。

# pkginfo -R /altrootpath -l VRTSpkgname

次に例を示します。

# pkginfo -R /altroot.5.10 -l VRTSvxvm

Live Upgrade の完了
処理の最後に、次のタスクが実行されます。

■ 代替ブート環境がアクティブになります。

■ システムは代替ブートディスクからブートされます。
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Live Upgrade を完了するには

◆ メモ: システムを再起動するときに reboot、halt、uadmin コマンドを使わないでく
ださい。代替ブート環境を使ってシステムをブートできるようにするには、init また
は shutdown コマンドを使います。

次のエラーが表示された場合、無視してかまいません: ERROR: boot environment
<dest.13445> already mounted on </altroot.5.10>.

# shutdown -g0 -y -i6

DMP の Live Upgrade の確認
Live Upgrade が正常に完了したことを確認するには、システムが代替ブート環境から
ブートしたことを確認します。

Live Upgrade が正常に完了したことを確認するには

1 代替ブート環境がアクティブであることを確認します。

# lustatus

代替ブート環境がアクティブではない場合、プライマリブート環境に復帰できます。

p.102 の 「プライマリブート環境への復帰」 を参照してください。

2 新しいブート環境が正しく設定されていることを確認するには、必要に応じて他の確

認も行います。

Live Upgrade を使った Solaris のアップグレード
Live Upgrade を使って Solaris をアップグレードするには、次の手順に従います

■ Solaris Live Upgrade を使用してアップグレードを準備する
p.95 の 「Solaris Live Upgrade を使った DMP のアップグレードの前に」 を参照して
ください。

■ 代替ブートディスクでの新しいブート環境の作成

p.97 の 「代替ブートディスクでの新しいブート環境の作成」 を参照してください。

■ 代替ブート環境で Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 を削除し、再インストール
します。

p.101 の 「インストーラを使った DMP の削除と再インストール」 を参照してください。

メモ: Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 は設定しないでください
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■ 代替ブート環境が新しいプライマリになるように切り替える

p.99 の 「Live Upgrade の完了」 を参照してください。

■ DMP の Live Upgrade を確認する
p.100 の 「DMP の Live Upgrade の確認」 を参照してください。

インストーラを使った DMP の削除と再インストール
DMP には Solaris オペレーティングシステムのバージョンに固有のカーネルコンポーネ
ントがあります。Solaris Live Upgrade を使って Solaris オペレーティングシステムをアッ
プグレードする場合は、正しいバージョンの DMP コンポーネントがインストールされてい
ることを確認するために次の手順を完了する必要があります。

プロセスの終わりに次の処理が行われます

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 が新しいオペレーティングシステムのバー
ジョンに適したバイナリと共に代替ブートディスクにインストールされます。

インストーラを使って DMP を削除して再インストールするには

1 アンインストーラスクリプトを使ってアンインストールし、次のようにルートパスとして代

替ブートディスクを指定します。

# /opt/VRTS/install/uninstalldmp<version>

-rootpath altrootpath

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

2 アンインストールするノードの名前を入力します。

インストーラはアンインストールされるパッケージのリストを表示します。

3 Return キーを押して続行します。

4 DMP が代替ディスクからアンインストールされます。

5 Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0 を含む製品 CD を挿入するか、またはネット
ワーク上のソフトウェアのコピーにアクセスします。

6 rootpath を指定する installdmp コマンドを実行してください。例:

# installdmp -rootpath altrootpath

7 ソフトウェアをインストールするシステムの名前を入力します。インストールパッケージ

の一覧が表示されます。

8 Return キーを押して、インストールを続行します。
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Live Upgrade を使った DMP のアップグレード
Live Upgrade は手動で実行するか、またはインストーラを使います。すべてのノードが
Veritas Dynamic Multi-Pathing 6.0.1 にアップグレードされるまでクラスタは形成され
ません。最後のノードで Live Upgrade を終えたら、代替ブート環境からすべてのノード
をブートしてクラスタに参加させる必要があります。

Live Upgrade を使って DMP をアップグレードするには次の手順があります。

■ Solaris Live Upgrade を使ったアップグレードを準備します。
p.95 の 「Solaris Live Upgrade を使った DMP のアップグレードの前に」 を参照して
ください。

■ 代替ブートディスクに新しいブート環境を作成します。

p.97 の 「代替ブートディスクでの新しいブート環境の作成」 を参照してください。

■ 手動またはインストーラを使用して、代替ブート環境で Veritas Dynamic
Multi-Pathing 6.0.1 にアップグレードします。次のいずれかを参照してください。

手動で DMP をアップグレードするには

■ p.98 の 「DMP の手動でのアップグレード」 を参照してください。

DMP をインストーラを使ってアップグレードするには

■ p.97 の 「Live Upgrade のインストーラを使った DMP のアップグレード」 を参照
してください。

■ 代替ブート環境が新しいプライマリになるように切り替えます。

p.99 の 「Live Upgrade の完了」 を参照してください。

■ DMP の Live Upgrade を検証します。
p.100 の 「DMP の Live Upgrade の確認」 を参照してください。

ブート環境の管理
ブート環境に関連する管理タスクを実行するには、次の手順を使います。

プライマリブート環境への復帰
代替ブート環境の起動に失敗した場合は、プライマリブート環境に復帰できます。

PROM 監視モードのプライマリブート環境からシステムを起動します。
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アップグレード後のタスクの
実行

この章では以下の項目について説明しています。

■ 変数の更新

■ ASL のアップグレード

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing のアップグレードの確認

変数の更新
/etc/profile で、PATH 変数と MANPATH 変数を必要に応じて更新してください。

MANPATH に /opt/VRTS/man、PATH に /opt/VRTS/bin が含まれている可能性が
あります。

ASL のアップグレード
VxVM は、新しいディスクアレイを ASL（Array Support Library）ソフトウェアパッケージ
の形でサポートしています。

使用できる ASL がないストレージアレイの JBOD サポートの追加
アレイが A/A-A、A/P、ALUA のいずれかのタイプで、適した ASL を使用できない場合、
そのアレイは A/P タイプの JBOD として指定する必要があります。これは、パスの遅延や
I/O エラーの発生を予防するためです。 JBOD はデフォルトで A/A タイプと想定されるた
め、そのようなアレイに適切な JBOD エントリを作成する必要があります。
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A/A-A、A/P、ALUA タイプのアレイを JBOD として設定するには

1 データベースなど、アレイ上で設定された VxVM ボリュームにアクセスしているアプ
リケーションをすべて停止し、アレイに設定されているすべての VxFS ファイルシス
テムと Storage Checkpoint のマウントを解除します。

2 アレイを A/P タイプの JBOD として追加します。

# vxddladm addjbod vid=SUN pid=T300 policy=ap

3 Storage Foundation または VxVM ソフトウェアの 6.0.1 へのアップグレードが未実
施の場合は、それを行います。 アップグレード中にデバイス検出が実行され、アレイ
は適切なタイプの JBOD として登録されます。

システムを 6.0.1 にアップグレード済みの場合は、次のコマンドを実行してデバイス
検出を行います。

# vxdctl enable

4 アレイが追加され、ポリシーが APdisk に設定されていることを確認します。

# vxddladm listjbod

VID PID Opcode Page Code Page Offset SNO length Policy

============================================================

SUN T300 18 -1 36 12 APdisk

5 アレイに正しいデバイスが示されることを確認します。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

APdisk_0 auto:cdsdisk - - online invalid

APdisk_1 auto:cdsdisk - - online invalid

APdisk_2 auto:cdsdisk - - online invalid

...

EMC PowerPath ディスクの DMP の有効化
この項の内容は、EMC PowerPath ディスクを使っているシステムをアップグレードする場
合のみ該当します。

VxVM 4.1 より前のリリースでは、DMP サブパスと DMP サブパスのコントローラの組み
合わせが通常は無効化されています。これは、DMP と EMC PowerPath のマルチパス
ドライバ間の干渉を防ぐためです。この無効化により、DMP サブパスとそのコントローラ
は DMP で表示されないようになるため、DMP サブパスおよびコントローラ上にあるディ
スクは、VxVM で表示できなくなります。
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VxVM 4.1 と以降のリリースでは、EMCpower ディスクを検出して、自動検出ディスクとし
て設定することができます。自動検出ディスクは、別のマルチパスドライバの制御下にあ

るものとして、DMP によって認識されます。この機能の利点は、クラスタ共有ディスクグ
ループで EMC PowerPath ディスクを再設定できることです。VxVM 6.0.1 にアップグ
レードする前に、サブパスとコントローラの無効化を解除して、DMP が EMC PowerPath
メタデバイスと c#t#d# ディスクデバイス間の関連性を特定できるようにします。

次のシナリオでは、DMP サブパスとコントローラを無効化する必要がある場合があります。

■ 外部ディスクの変換

p.105 の 「外部ディスクの auto:simple への変換」 を参照してください。

■ 定義済みディスクの変換

p.108 の 「定義済みディスクの auto:simple への変換」 を参照してください。

■ powervxvm ディスクの変換
p.110 の 「Powervxvm ディスクの auto:simple への変換」 を参照してください。

EMC PowerPath ディスクは自動検出されるため、powervxvm スクリプトを無効にして起
動スクリプトから削除する必要があります。powervxvm スクリプトを削除するには、次のコ
マンドを使います。

# powervxvm remove

外部ディスクの auto:simple への変換
リリース 4.0 の VxVM では、vxddladm addforeign コマンドにより、デフォルトディスク
オフセットで、外部ディスクにプライベートリージョンおよびパブリックリージョンを設定し、

simple ディスクとして定義することができました。VxVM 6.0.1 にアップグレードする前に、
外部ディスクを auto:simple 形式に手動で変換する必要があります。

外部ディスクに s2 以外のスライスを定義する場合は、そのスライスのパーティションエン
トリを s0 のパーティションエントリにコピーして、タグを変更する必要があります。もとのス
ライスのタグを変更すると、アップグレード後、ディスクの状態は online:aliased と表示
されます。

次の例で、その手順を示します。vxdisk list コマンドを使うと、VxVM に認識されてい
る EMC PowerPath ディスクが表示されます。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower10c simple fdisk fdg online

...

vxprint コマンドを使うと、ディスクグループ fdg に関する情報が表示されます。
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# vxprint

Disk group: fdg

TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0

dg fdg fdg - - - - - -

dm fdisk emcpower10c - 17673456 - - - -

...

外部ディスクを auto:simple 形式に変換する方法

1 ディスクグループ内のすべてのボリュームを停止して、デポートします。

# vxvol -g fdg stopall

# vxdg deport fdg

2 vxddladm コマンドを使って、外部デバイスの定義を削除します。

# vxddladm rmforeign blockpath=/dev/dsk/emcpower10c ¥

charpath=/dev/rdsk/emcpower10c

ここで vxdisk list  コマンドを実行すると、EMC PowerPath ディスクは表示され
なくなります。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

...

3 vxprtvtoc コマンドを使うと、デバイスのパーティションテーブルエントリを取得する
ことができます。

# /etc/vx/bin/vxprtvtoc -f /tmp/vtoc /dev/rdsk/emcpower10c
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4 vxedvtoc コマンドを使って、パーティションタグを変更し、VTOC を更新します。

# /etc/vx/bin/vxedvtoc -f /tmp/vtoc /dev/rdsk/emcpower10c

# THE ORIGINAL PARTITIONING IS AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

0 0x0 0x201 0 0

1 0x0 0x200 0 0

2 0x5 0x201 0 17675520

# THE NEW PARTITIONING WILL BE AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

0 0xf 0x201 0 17675520

1 0x0 0x200 0 0

2 0x5 0x201 0 17675520

DO YOU WANT TO WRITE THIS TO THE DISK ? [Y/N] :Y

WRITING THE NEW VTOC TO THE DISK #

5 適切なアップグレード手順に従って VxVM 6.0.1 にアップグレードします。

6 VxVM のアップグレード後、vxdisk list コマンドを使って、auto:simple 形式に
変換されたことを確認します。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower10s2 auto:simple - - online

...

メタデバイス emcpower10s2 に関連付けられた物理デバイスを表示するには、次の
コマンドを入力します。

# vxdmpadm getsubpaths dmpnodename=emcpower10s2

7 ディスクグループをインポートして、ボリュームを起動します。

# vxdg import fdg

# vxvol -g fdg startall

vxdisk list コマンドを使うと、ディスクの状態は online:simple と表示されます。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower10s2 auto:simple fdisk fdg online
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定義済みディスクの auto:simple への変換
VxVM 4.0（特に前のリリース）では、EMC PowerPath ディスクは、永続ディスクアクセス
レコード（darec）によって定義され、simple ディスクとして認識されていました。EMCpower
ディスクが永続 darec を使って定義されている場合は、VxVM 6.0.1 にアップグレードす
る前に、auto:simple 形式に手動で変換する必要があります。

定義済みディスクに s2 以外のスライスを定義する場合は、そのスライスのパーティション
エントリを s0 のパーティションエントリにコピーして、タグを変更する必要があります。もと
のスライスのタグを変更すると、アップグレード後、ディスクの状態は online:aliased と
表示されます。

次の例で、その手順を示します。ls コマンドを使うと、EMC ディスクと永続ディスクアクセ
スレコードのマッピングを表示することができます。

# ls -l /dev/vx/dmp/emcdisk1

lrwxrwxrwx 1 root other 36 Sep 24 17:59 /dev/vx/dmp/emcdisk1->

/dev/dsk/c6t0d11s5

# ls -l /dev/vx/rdmp/emcdisk1

lrwxrwxrwx 1 root other 40Sep 24 17:59 /dev/vx/rdmp/emcdisk1->

/dev/dsk/c6t0d11s5

ここでは、c6t0d11s5 の 5 番目のパーティションは、永続ディスクアクセスレコード
emcdisk1 として定義されています。

vxdisk list コマンドを使うと、VxVM に認識されている EMC PowerPath ディスクが
表示されます。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcdisk1 simple fdisk fdg online

...

vxprint コマンドを使うと、ディスクグループ fdg に関する情報が表示されます。

# vxprint

Disk group: fdg

TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0

dg fdg fdg - - - - - -

dm fdisk emcdisk1 - 17673456 - - - -

...
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永続ディスクアクセスレコードを持つディスクを auto:simple 形式に変換する方法

1 ディスクグループ内のすべてのボリュームを停止して、デポートします。

# vxvol -g fdg stopall

# vxdg deport fdg

2 vxdisk rm コマンドを使って、永続ディスクアクセスレコードの定義を削除します。

# vxdisk rm emcdisk1

ここで vxdisk list  コマンドを実行すると、EMC PowerPath ディスクは表示され
なくなります。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

...

3 vxprtvtoc コマンドを使うと、このデバイスのパーティションテーブルエントリを取得
することができます。

# /etc/vx/bin/vxprtvtoc -f /tmp/hdisk /dev/rdsk/c6t0d11s2

4 vxedvtoc コマンドを使って、パーティションタグを変更し、VTOC を更新します。

# /etc/vx/bin/vxedvtoc -f /tmp/hdisk /dev/rdsk/c6t0d11s2

# THE ORIGINAL PARTITIONING IS AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

4 0x0 0x200 0 0

5 0x0 0x200 3591000 2100375

6 0x0 0x200 0 0

# THE NEW PARTITIONING WILL BE AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

4 0x0 0x200 0 0

5 0xf 0x200 3591000 2100375

6 0x0 0x200 0 0

DO YOU WANT TO WRITE THIS TO THE DISK ? [Y/N] :Y

WRITING THE NEW VTOC TO THE DISK #

5 適切なアップグレード手順に従って VxVM 6.0.1 にアップグレードします。
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6 VxVM のアップグレード後、vxdisk list コマンドを使って、auto:simple 形式に
変換されたことを確認します。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower10s2 auto:simple - - online:aliased

...

メタデバイス emcpower10s2 に関連付けられた物理デバイスを表示するには、次の
コマンドを入力します。

# vxdmpadm getsubpaths dmpnodename=emcpower10s2

7 ディスクグループをインポートして、ボリュームを起動します。

# vxdg import fdg

# vxvol -g fdg startall

vxdisk list コマンドを使うと、ディスクの状態は online:simple と表示されます。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower10s2 auto:simple fdisk fdg online:aliased

DMP が正確な照会データを受信できるようにするには、Symmetrix Director パラ
メータの共通シリアル番号（C-bit）を有効に設定する必要があります。

Powervxvm ディスクの auto:simple への変換
VxVM 4.0（特に前のリリース）では、EMC PowerPath ディスクは、powervxvm スクリプ
トを使って、永続ディスクアクセスレコード（darec）によって定義され、simple ディスクとし
て認識されていました。powervxvm を使って、EMC PowerPath ディスクを使う場合は、
VxVM 6.0.1 にアップグレードする前に、auto:simple 形式に手動で変換する必要があ
ります。

powervxvm 必要条件として VxVM で無効にされているコントローラまたはデバイスがあ
る場合は、このようなコントローラ/ディスクを有効にする必要があります。Veritas DMP が
PowerPath メタノードとサブパス間の関連付けを特定するためには、この操作が必要で
す。auto:simple への変換が完了したら、powervxvm スクリプトは使わないため、起動
スクリプトから無効にする必要があります。

次の例で、その手順を示します。ls コマンドを使うと、EMC ディスクと永続ディスクアクセ
スレコードのマッピングを表示することができます。
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# ls -l /dev/vx/rdmp/

crw------- 1 root root 260, 76 Feb 7 02:36 emcpower0c

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower0c simple ppdsk01 ppdg online

# vxprint

Disk group: fdg

TY NAME ASSOC KSTATE LENGTH PLOFFS STATE TUTIL0 PUTIL0

dg ppdg ppdg - - - - - -

dm ppdsk01 emcpower0c - 2094960 - - - -

EMC PowerPath ディスク（powervxvm を使って定義）を auto:simple 形式に変換する
方法

1 ディスクグループ内のすべてのボリュームを停止して、デポートします。

# vxvol -g ppdg stopall

# vxdg deport ppdg

2 vxdisk rm コマンドを使って、VxVM からすべての EMC PowerPath ディスクを削
除します。

# vxdisk rm emcpower0c

ここで vxdisk list  コマンドを実行すると、EMC PowerPath ディスクは表示され
なくなります。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

3 vxprtvtoc コマンドを使うと、このデバイスのパーティションテーブルエントリを取得
することができます。

# /etc/vx/bin/vxprtvtoc -f /tmp/vtoc /dev/vx/rdmp/emcpower0c
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4 vxedvtoc コマンドを使って、パーティションタグを変更し、VTOC を更新します。

# /etc/vx/bin/vxedvtoc -f /tmp/vtoc /dev/vx/rdmp/emcpower0c

# THE ORIGINAL PARTITIONING IS AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

0 0x0 0x201 0 0

1 0x0 0x200 0 0

2 0x5 0x201 0 17675520

# THE NEW PARTITIONING WILL BE AS FOLLOWS:

# SLICE TAG FLAGS START SIZE

0 0xf 0x201 0 17675520

1 0x0 0x200 0 0

2 0x5 0x201 0 17675520

DO YOU WANT TO WRITE THIS TO THE DISK ? [Y/N] :Y

WRITING THE NEW VTOC TO THE DISK #

5 適切なアップグレード手順に従って VxVM 6.0.1 にアップグレードします。

6 VxVM のアップグレード後、vxdisk list コマンドを使って、auto:simple 形式に
変換されたことを確認します。

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower0s2 auto:simple - - online

7 ディスクグループをインポートして、ボリュームを起動します。

# vxdg import ppdg

# vxvol -g ppdg startall

# vxdisk list

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c6t0d12s2 auto:sliced - - online

emcpower0s2 auto:simple ppdsk01 ppdg online

Veritas Dynamic Multi-Pathing のアップグレードの確
認

アップグレードを確認するには、インストールの確認についての手順を参照してください。

p.67 の 「製品がインストールされたことの確認」 を参照してください。
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DMP のアンインストール

■ 第15章 DMP のアンインストール
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DMP のアンインストール

この章では以下の項目について説明しています。

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing の削除について

■ アンインストールの準備

■ DMP のアンインストール

■ Veritas の Web ベースのインストーラを使った DMP のアンインストール

■ pkgrm コマンドまたは pkg uninstall コマンドを使った Veritas Dynamic
Multi-Pathing のアンインストール

Veritas Dynamic Multi-Pathing の削除について
この項では、Veritas ソフトウェアをアンインストールする際のアンインストールの必要条
件および手順について説明します。

スーパーユーザー権限を持つユーザーのみが、Veritas Dynamic Multi-Pathing をア
ンインストールできます。

警告: この章で説明する手順に従わなかった場合、予想外の問題が起きる可能性があり
ます。

アンインストールの準備
Veritas ソフトウェアの削除手順を確認してください。

15



リモートアンインストール
リモートシステムの DMP をアンインストールするためにリモート通信を設定する必要があ
ります。高可用性の環境では、クラスタのすべてのノードで一度にアンインストールするに

は前提条件を満たす必要があります。

次の前提条件は、リモートのアンインストールに必要です。

■ 通信プロトコルがシステム間に存在する必要があります。デフォルトでは、アンインス

トールスクリプトは ssh を使います。

■ すべてのシステムのスーパーユーザーとして ssh または rsh のコマンドを実行できる
必要があります。

■ ssh または rsh はパスワードまたはパスフレーズを要求せずに動作するように設定す
る必要があります。

p.149 の 「製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設定に
ついて」 を参照してください。

DMP のアンインストール
Veritas Dynamic Multi-Pathing（DMP）を削除するには、次の手順を使います。

DMP をアンインストールするには

1 複数のシステムからアンインストールするには、システム間のコマンドがパスワード入

力や確認なしで動作するよう、システムを設定します。

p.149 の 「製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設
定について」 を参照してください。

2 DMP を削除するシステムで、/opt/VRTS/install ディレクトリに移動します。

3 uninstalldmp コマンドを実行します。

# ./uninstalldmp<version>

<version> は特定のリリースバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

4 インストーラの指示に従い、DMP をアンインストールする各システムの名前を入力し
ます。システム名はスペースで区切ります。

5 インストーラプログラムがシステムをチェックします。 次に、DMP プロセスを停止する
かどうかを尋ねられます。

Do you want to stop DMP processes now? [y,n,q,?] (y)

［yes］と回答すると、プロセスが停止し、パッケージがアンインストールされます。
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6 アンインストールが完了した後、概略ファイル、応答ファイル、およびログファイルの

場所が表示されます。必要に応じて、削除の状態を確認するためにファイルを表示

します。

7 すべてのノードを再ブートします。

Veritas の Web ベースのインストーラを使った DMP の
アンインストール

この項では、Veritas の Web ベースのインストーラを使うアンインストールの方法につい
て説明します。

メモ: 製品をアンインストールした後、DMP の以前のバージョンでは DMP 6.0.1 のデフォ
ルトのディスクレイアウトバージョンを使って作成したファイルシステムにアクセスできませ

ん。

DMP をアンインストールするには

1 保持するデータの保存に必要な手順を実行します。たとえば、設定ファイルのバッ

クアップを作成します。

2 Web ベースインストーラを開始します。

p.40 の 「Veritas の Web ベースインストーラの起動」 を参照してください。

3 ［タスクと製品を選択します（Select a task and a product）］ページで、［タスク（Task）］
ドロップダウンリストから ［製品のアンインストール（Uninstall a Product）］を選択し
ます。

4 ［製品（Product）］ドロップダウンリストから［Veritas Dynamic Multi-Pathing］を選
択し、［次へ（Next）］をクリックします。

5 アンインストール先のシステムを指定します。 1 つ以上のシステム名をスペースで区
切って入力します。［次へ（Next）］をクリックします。

6 検証が正常に完了した後に、［次へ（Next）］をクリックして、選択したシステムから
DMP をアンインストールします。

7 ターゲットシステムで動作しているプロセスがある場合、インストーラはプロセスを停

止します。［次へ（Next）］をクリックします。

8 インストーラがプロセスを停止した後、指定したシステムから製品が削除されます。

［次へ（Next）］をクリックします。
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9 アンインストールが完了した後、概略ファイル、応答ファイル、およびログファイルの

場所が表示されます。必要に応じて、削除の状態を確認するためにファイルを表示

します。

10 ［完了（Finish）］をクリックします。

RPM には、通常カーネルコンポーネントがあります。完全に削除するために、すべ
ての RPM を削除した後、システムを再起動することをお勧めします。

pkgrm コマンドまたは pkg uninstall コマンドを使った
Veritas Dynamic Multi-Pathing のアンインストール

pkgrm コマンドを使って Veritas Dynamic Multi-Pathing をアンインストールするには、
次の手順に従います。

pkgrm コマンドを使って Veritas Dynamic Multi-Pathing をアンインストールする場合、
パッケージを特定の順番で削除する必要があります。そうしないと、アンインストールは失

敗します。順番通りでないパッケージの削除は、コアダンプなどのエラーを引き起こしま

すが、パッケージは削除されます。

Veritas Dynamic Multi-Pathing をアンインストールするには、次の手順を実行します。

1 ファイルシステムとストレージチェックポイントのすべてのマウントポイントをマウント解

除します。

# umount /mount_point

メモ: ファイルシステムテーブル /etc/vfstab からすべての Veritas File System
（VxFS）エントリをコメントアウトまたは削除します。これらのエントリの削除に誤りが
あった場合、後でシステムの起動に問題が起きる可能性があります。

2 すべてのアプリケーションからの VxVM ボリュームへのアクセスを停止して VxVM
ボリュームを閉じます。
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3 各種デーモンを停止します（該当する場合）。

# /opt/VRTS/bin/vxsvcctrl stop

4 次の順にパッケージを削除します。

Veritas Dynamic Multi-Pathing の場合（Solaris 10）:

# pkgrm VRTSsfcpi601 VRTSsfmh VRTSaslapm VRTSvxvm

VRTSspt VRTSperl VRTSvlic

Veritas Dynamic Multi-Pathing の場合（Solaris 11）:

# pkg uninstall VRTSsfcpi601 VRTSsfmh VRTSaslapm VRTSvxvm

VRTSspt VRTSperl VRTSvlic

pkgrm コマンドによる言語パッケージのアンインストール
言語パッケージのみを削除する場合は、pkgrm コマンドを実行します。

製品インストーラメニューまたはアンインストールスクリプトを使うと、英語パッケージと一緒

に言語パッケージも削除できます。

言語パッケージを削除するには

◆ pkgrm コマンドを使って、適切なパッケージを削除します。

# pkgrm package_name package_name ...

パッケージは相互に依存していないため、任意の順序で削除できます。
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インストールの参考情報

■ 付録 A. インストールスクリプト

■ 付録 B. 応答ファイルを使った自動インストール

■ 付録 C. インストール用のチューニングパラメータファイル

■ 付録 D. セキュアシェルまたはリモートシェルの通信用の設定

■ 付録 E. DMP のコンポーネント

■ 付録 F. インストール問題のトラブルシューティング

■ 付録 G. 他の製品とともに DMP をインストールする場合の互換性問題
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インストールスクリプト

この付録では以下の項目について説明しています。

■ インストールスクリプトのコマンドオプション

■ アンインストールスクリプトのコマンドオプション

インストールスクリプトのコマンドオプション
installdmp コマンドは、次の形式を使います。

installdmp [ system1 system2... ]

[ -configure | -license | -precheck | -requirements

| -start | -stop | -upgrade | -postcheck ]

[ -logpath log_path ]

[ -responsefile response_file ]

[ -tmppath tmp_path ]

[ -tunablesfile tunables_file ]

[ -timeout timeout_value ]

[ -hostfile hostfile_path ]

[ -keyfile ssh_key_file ]

[ -pkgpath pkg_path ]

[ -rootpath root_path ]

Solaris 10 のみ:

[ -jumpstart jumpstart_path ]

[ -flash_archive flash_archive_path ]

Solaris 11 のみ:

A



[ -ai ai_path ]

[ -rsh | -redirect | -installminpkgs | -installrecpkgs

| -installallpkgs | -minpkgs | -recpkgs | -allpkgs

| -pkgset | -pkginfo | -serial | -comcleanup | -makeresponsefile

| -pkgtable | -version | -nolic | -settunables | -tunables ]

表 A-1 に、installdmp コマンドのオプションを示します。

表 A-1 installdmp のオプション

説明オプションの構文

-ai オプションは Solaris 11 でのみサ
ポートされ、自動インストールマニフェスト

を生成するために使用されます。これは、

Solaris 11 オペレーティングシステムとと
もにシマンテック製品をインストールする

ために、自動インストールサーバーで使

用されます。インストールマニフェストを格

納するのに使用可能な場所は、絶対パス

として指定してください。

-ai

すべての DMP パッケージ とパッチのリス
トを表示します。installdmpにより、パッ
ケージ とパッチが正しいインストール順序
で一覧表示されます。

出力を使って、コマンドライン経由のイン

ストールスクリプトまたはネットワーク経由

のインストールスクリプトを作成できます。

-minpkgs と -recpkgs オプションを参照
してください。

-allpkgs

-comcleanup オプションを指定すると、
インストーラによってシステムに追加され

た ssh または rsh 設定が削除されます。
このオプションは、ssh または rsh の自動
設定を実行したインストールルーチンが

突然終了したときにのみ必要になります。

-comcleanup

-install オプションを使って DMP を
インストールした後に DMP を設定します。

-configure

インストーラにシステム名を含んでいるファ

イルの場所を指定します。

-hostfilefull_path_to_file
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説明オプションの構文

インストール対象のすべての パッケージ
を選択します。

-allpkgs オプションを参照してくださ
い。

-installallpkgs

インストール対象の最小限の パッケージ
を選択します。

-minpkgs オプションを参照してくださ
い。

-installminpkgs

インストール対象の推奨の パッケージ を
選択します。

-recpkgs オプションを参照してくださ
い。

-installrecpkgs

Solaris JumpStart サーバーが Veritas
製品に対して使用できる終了スクリプトを

生成するには、このオプションを使いま

す。dir_path は、インストーラが終了スク
リプトを格納する必要がある既存のディレ

クトリへのパスを示します。

-jumpstart dir_path

SSH のキーファイルを指定します。このオ
プションによって、各 SSH 呼び出しで -i
ssh_key_file が渡されます。

-keyfile ssh_key_file

指定したシステムで、製品ライセンスの登

録または更新を行います。このオプション

はデモライセンスの更新に便利です。

-license

インストールログファイル、概略ファイル、

応答ファイルが保存される場所が

/opt/VRTS/install/logs ではなく、
log_path であることを指定します。

-logpath log_path

応答ファイルを作成します。このオプショ

ンは応答ファイルを生成するのみで、

DMP をインストールしません。

-makeresponsefile
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説明オプションの構文

最小の パッケージ と DMP に必要なパッ
チのリストを表示します。installdmpによ
り、パッケージ とパッチが正しいインストー
ル順序で一覧表示されます。リストにはオ

プションの パッケージ は含まれません。

出力を使って、コマンドライン経由のイン

ストールスクリプトまたはネットワーク経由

のインストールスクリプトを作成できます。

-allpkgs と -recpkgs オプションを参照し
てください。

-minpkgs

ライセンスキーを入力せずに製品パッケー

ジをインストールできるようにします。この

オプションを指定した場合、ライセンスが

ある機能の設定、起動、使用はできませ

ん。

-nolic

指定された Solaris バージョンに適用さ
れるパッケージとパッチのリストを表示しま

す。有効値は sol8、sol9、または
sol10 です。

このオプションは次のオプションのいずれ

かと一緒に使います

■ -allpkgs

■ -minpkgs

■ -recpkgs

■ -jumpstart

-osversion

パッケージのリストをインストールの順序

で、ユーザーにわかりやすい形式で表示

します。

このオプションは次のオプションのいずれ

かと一緒に使います

■ -allpkgs

オプションを指定しない場合、

-allpkgs がデフォルトで使われます。

■ -minpkgs

■ -recpkgs

-pkginfo
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説明オプションの構文

installdmpがすべてのシステムにインス
トールしようとしている パッケージ のすべ
てが pkg_path に含まれることを指定しま
す。pkg_path は、ディレクトリの絶対パス
であり、通常は NFS でマウントされていま
す。

-pkgpath pkg_path

指定されたシステムにインストールされて

いる 6.0.1 パッケージ を検出し、リストしま
す。

-pkgset

DMP 6.0.1 パッケージ を正しいインストー
ル順序で表示します。

-pkgtable

プロセスが動作していることのチェックと、

その他のインストール後チェックを実行し

ます。

-postcheck

DMP のインストールを続行する前に、シ
ステムがインストールの必要条件を満たし

ていることを確認します。

DMP をインストールする前に事前チェッ
クすることを推奨します。

-precheck

推奨の パッケージ と DMP に必要なパッ
チのリストを表示します。installdmpによ
り、パッケージ とパッチが正しいインストー
ル順序で一覧表示されます。リストにはオ

プションの パッケージ は含まれません。

出力を使って、コマンドライン経由のイン

ストールスクリプトまたはネットワーク経由

のインストールスクリプトを作成できます。

-allpkgs と -minpkgs オプションを参照
してください。

-recpkgs

インストーラがインストール中に進行バー

の詳細を表示する必要がないことを指定

します。

-redirect

DMP をインストールするための必須のオ
ペレーティングシステムのバージョン、必

須のパッチ、ファイルシステム領域、およ

びその他のシステムの必要条件のリストを

表示します。

-requirements

127付録 A インストールスクリプト
インストールスクリプトのコマンドオプション



説明オプションの構文

プロンプトに情報を入力するのではなく、

指定ファイルに格納したシステム情報と設

定情報を使って、DMP の自動インストー
ルを実行します。

response_file は絶対パス名で指定する
必要があります。以降のインストールで応

答ファイルを使うには、そのファイルを編

集する必要があります。ファイル内で変数

フィールドを定義します。

p.134 の 「応答ファイルを使った DMP の
インストール」 を参照してください。

p.134 の 「応答ファイルを使った DMP の
アップグレード」 を参照してください。

-responsefile response_file

すべてのパッケージのインストールで

root_path がルートロケーションになるよ
うに指定します。

Solaris の場合、-rootpath は -R
root_path を pkgadd コマンドに渡しま
す。

-rootpath root_path

システム間の通信に ssh と scp ではなく、
rsh と rcp を使うことを示します。このオ
プションを使うには、rsh コマンドを、パス
ワードや確認のプロンプトを表示しないで

実行するように、システムを再設定する必

要があります。

-rsh

シリアル方法でシステムのインストール、

アンインストール、起動、停止の操作を実

行します。デフォルトで、インストーラはす

べてのシステムでこれらの操作を同時に

実行します。

-serial

製品をインストールして設定した後で

チューニングパラメータを設定する場合

に、このオプションを指定します。 チュー
ニングパラメータ値を有効にするには、製

品のプロセスを再起動しなければならな

い場合があります。 このオプションは
-tunablesfile オプションとともに使う
必要があります。

-settunables
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説明オプションの構文

DMP のデーモンとプロセスを起動します。

installdmpがすべての DMP プロセスの
起動に失敗した場合は、-stop オプション
を使ってすべてのプロセスを停止してか

ら、-start オプションを使ってプロセスを
起動できます。

-stop オプションを参照してください。

p.68 の 「Veritas 製品のプロセスの開始
と停止」 を参照してください。

-start

DMP のデーモンとプロセスを停止します。

installdmpがすべての DMP プロセスの
起動に失敗した場合は、-stop オプション
を使ってすべてのプロセスを停止してか

ら、-start オプションを使ってプロセスを
起動できます。

-start オプションを参照してください。

p.68 の 「Veritas 製品のプロセスの開始
と停止」 を参照してください。

-stop

-timeout オプションは、スクリプトがタ
イムアウトになる前に各コマンドの完了を

待機する秒数を指定するために使用しま

す。-timeout オプションを設定すると、
デフォルト値の 1200 秒が上書きされま
す。-timeout オプションを 0 に設定す
るとスクリプトのタイムアウトを防ぐことがで

きます。-timeout オプションは
-serial オプションと組み合わせた場
合は機能しません。

-timeout

tmp_path が installdmpの作業ディレク
トリであることを指定します。このパスは

/var/tmp のパスと異なっています。 この
ディレクトリは、installdmpが最初のログ
を記録し、installdmpがインストールの前
にリモートシステムの パッケージをコピー
する場所です。

-tmppath tmp_path

サポートされているすべてのチューニング

パラメータを表示し、チューニング可能な

ファイルテンプレートを作成します。

-tunables
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説明オプションの構文

チューニングパラメータファイルを指定す

る際にこのオプションを指定します。

チューニングパラメータファイルには

チューニングパラメータが含まれている必

要があります。

-tunablesfile

指定されたシステムにインストールされて

いる パッケージ をアップグレードします。
-upgrade

インストール済みの製品とそのバージョン

をチェックして報告します。製品に該当す

るインストール済みのパッケージとパッチ、

および不足しているパッケージとパッチを

洗い出します。該当するインストール済み

のパッケージとパッチ、および不足してい

るパッケージとパッチの件数を含む概略

を表示します。インターネット接続が利用

可能である場合、インストール済みの製

品に対してインストールされているパッチ、

Hotfix、利用可能な更新を一覧表示しま
す。

-version

アンインストールスクリプトのコマンドオプション
uninstalldmp コマンドは、次の形式を使います。

uninstalldmp [ <system1> <system2>... ]

[ -logpath <log_path> ]

[ -responsefile <response_file> ]

[ -tmppath <tmp_path> ]

[ -timeout <timeout_value> ]

[ -hostfile <hostfile_path> ]

[ -keyfile <ssh_key_file> ]

[ -rootpath <rootpath> ]

[ -rsh | -redirect | -serial | -comcleanup

| -makeresponsefile | -version ]

表 A-2 に、uninstalldmp コマンドのオプションを示します。
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表 A-2 uninstalldmp のオプション

説明オプションの構文

-comcleanup オプションを指定すると、インストーラによってシス
テムに追加された ssh または rsh 設定が削除されます。このオプ
ションは、ssh または rsh の自動設定を実行したインストールルー
チンが突然終了したときにのみ必要になります。

-comcleanup

インストーラにシステム名を含んでいるファイルの場所を指定しま

す。

-hostfilefull_path_to_file

SSH のキーファイルを指定します。このオプションによって、各 SSH
呼び出しで -i ssh_key_file が渡されます。

-keyfile

ssh_key_file

uninstalldmp のログファイル、概略ファイル、応答ファイルが保存
される場所が /opt/VRTS/install/logs ではなく、log_path である
ことを指定します。

-logpath log_path

このオプションは、応答ファイルを作成するため、または DMP をア
ンインストールする場合にシステム設定の準備ができていることを

確認するために使います。

-makeresponsefile

進行バーを表示せずに進行状況の詳細を表示します。-redirect

プロンプトに情報を入力するのではなく、指定ファイルに格納した

システム情報と設定情報を使って、DMP の自動アンインストールを
実行します。

response_file は絶対パス名で指定する必要があります。以降のイ
ンストールで応答ファイルを使うには、そのファイルを編集する必要

があります。ファイル内で変数フィールドを定義します。

p.135 の 「応答ファイルを使った DMP のアンインストール」 を参照
してください。

-responsefile

response_file

すべてのパッケージのアンインストールで root_path がルートロケー
ションになるように指定します。

Solaris の場合、-rootpath は -R root_path を pkgrm コマ
ンドに渡します。

-rootpath root_path

システム間の通信に ssh と scp ではなく、rsh と rcp を使うことを
示します。このオプションを使うには、rsh コマンドを、パスワードや
確認のプロンプトを表示しないで実行するように、システムを再設

定する必要があります。

-rsh

シリアル方法でシステムのインストール、アンインストール、起動、停

止の操作を実行します。デフォルトで、インストーラはすべてのシス

テムでこれらの操作を同時に実行します。

-serial
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説明オプションの構文

tmp_path が uninstalldmpの作業ディレクトリであることを指定し
ます。このパスは /var/tmp のパスと異なっています。このディレク
トリは、uninstalldmpが最初のログを記録し、uninstalldmpがイン
ストールの前にリモートシステムの パッケージをコピーする場所で
す。

-tmppath tmp_path

-timeout オプションは、スクリプトがタイムアウトになる前に各コマン
ドが完了するのを待つ秒数を指定するために使用します。

-timeout オプションを設定すると、デフォルト値の 1200 秒が上
書きされます。-timeout オプションを 0 に設定すると、スクリプト
はタイムアウトになりません。-timeout オプションは -serial オ
プションと組み合わせた場合は機能しません。

-timeout

インストール済みの製品とそのバージョンをチェックして報告します。

製品に該当するインストール済みのパッケージとパッチ、および不

足しているパッケージとパッチを洗い出します。 該当するインストー
ル済みのパッケージとパッチ、および不足しているパッケージとパッ

チの件数を含む概略を表示します。

-version
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応答ファイルを使った自動イ
ンストール

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 応答ファイルについて

■ 応答ファイルを使った DMP のインストール

■ 応答ファイルを使った DMP のアップグレード

■ 応答ファイルを使った DMP のアンインストール

■ 応答ファイルに使われる構文

■ 応答ファイルの変数の定義

応答ファイルについて
インストーラまたは製品インストールスクリプトは、任意のインストール、設定、アップグレー

ド（ローリングアップグレードを除く）、アンインストールの手順の間に応答ファイルを生成

します。応答ファイルには手順の間に入力した設定情報が含まれます。手順が完了する

とき、インストールスクリプトは応答ファイルの場所を表示します。

-responsefile オプションでインストールスクリプトを起動すると、応答ファイルを今後の
インストール手順で使用できます。応答ファイルは引数をスクリプトに渡して、自動的に製

品をインストールできるようにします。ファイルを編集して、自動的に追加システムをインス

トールし、設定できます。

-makeresponsefile オプションを使って応答ファイルを生成できます。
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応答ファイルを使った DMP のインストール
一般に、あるシステムで DMP のインストールを実行した後にインストーラが生成する応答
ファイルは、他のシステムで DMP をインストールするために使えます。インストーラの
-makeresponsefile オプションを使って応答ファイルを作成することもできます。

応答ファイルを使って DMP をインストールするには

1 DMP をインストールするシステムがインストール条件を満たしていることを確認しま
す。

2 インストール前のタスクが完了していることを確認します。

3 DMP をインストールするシステムに応答ファイルをコピーします。

4 必要に応じて、応答ファイルの変数の値を編集します。

5 製品ディスクをマウントし、インストールプログラムが含まれるディレクトリに移動しま

す。

6 応答ファイルをコピーしたシステムからインストールを開始します。次に例を示しま

す。

# ./installer -responsefile /tmp/response_file

# ./installdmp<version> -responsefile /tmp/response_file

<version> は特定のリリースバージョンで、/tmp/response_file は応答ファイル
の絶対パス名です。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

応答ファイルを使った DMP のアップグレード
一般に、あるシステムで DMP のアップグレードを実行した後にインストーラが生成する応
答ファイルは、他のシステムで DMP をアップグレードするために使えます。 インストーラ
の makeresponsefile オプションを使って応答ファイルを作成することもできます。

DMP の自動アップグレードを実行するには

1 DMP をアップグレードするシステムがアップグレード条件を満たしていることを確認
します。

2 アップグレード前のタスクが完了していることを確認します。

3 DMP をアップグレードするシステムのいずれかに応答ファイルをコピーします。

4 必要に応じて、応答ファイルの変数の値を編集します。
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5 製品ディスクをマウントし、インストールプログラムが含まれるフォルダに移動します。

6 応答ファイルをコピーしたシステムからアップグレードを開始します。次に例を示しま

す。

# ./installer -responsefile /tmp/response_file

# ./installdmp<version> -responsefile /tmp/response_file

/tmp/response_file は応答ファイルの絶対パス名であり、<version> は特定のリリー
スバージョンです。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

応答ファイルを使った DMP のアンインストール
一般に、あるシステムで DMP のアンインストールを実行した後にインストーラが生成する
応答ファイルは、他のシステムで DMP をアンインストールするために使えます。

自動アンインストールを実行するには

1 DMP をアンインストールするための前提条件を満たしていることを確認してください。

2 DMP をアンインストールするクラスタシステムのいずれかに応答ファイルをコピーし
ます。

3 必要に応じて、応答ファイルの変数の値を編集します。

4 応答ファイルをコピーしたシステムからアンインストールを開始します。次に例を示し

ます。

# /opt/VRTS/install/uninstalldmp<version>

-responsefile /tmp/ response_file

<version> は特定のリリースバージョンで、/tmp/response_file は応答ファイルの
絶対パス名です。

p.18 の 「Veritas インストーラについて」 を参照してください。

応答ファイルに使われる構文
応答ファイルの変数に含まれている Perl 文の構文は様々です。それは変数にスカラー
やリストの値が必要かどうかによります。

たとえば、文字列値の場合は次のようになります。

$CFG{Scalar_variable}="value";

スカラー値の場合は、次のようになります。
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$CFG{Scalar_variable}=123;

リストの場合は、次のようになります。

$CFG{List_variable}=["value", "value", "value"];

応答ファイルの変数の定義
表 B-1 は、応答ファイルに使用される変数とそれらの定義を示します。

表 B-1 応答ファイルの変数

説明変数

DMP パッケージ をインストールします。後で、-configure
オプションを使って設定することもできます。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{install}

メディアの EULA.pdf ファイルに同意するかどうかを指定し
ます。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: 必須

CFG{accepteula}

キーレスライセンスで製品をインストールします。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

$CFG{opt}{vxkeyless}

製品のインストール、アンインストール、設定を行うシステム

のリストです。

リストまたはスカラー: リスト

オプションまたは必須: 必須

CFG{systems}

製品のインストール、アンインストール、設定を定義します。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: 必須

CFG{prod}

すべてのリモートシステムとの通信に使う ssh キーファイルの
場所を定義します。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{keyfile}
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説明変数

製品のパッチを保管する場所（通常 NFS をマウントしている）
を定義します。そこから、すべてのリモートシステムが製品の

パッチをインストールできる場所です。対象のすべてのシス

テムからアクセスできる場所である必要があります。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{patchpath}

製品パッケージを保管する場所（通常 NFS マウント）を定義
します。そこから、すべてのリモートシステムが製品パッケー

ジをインストールできます。対象のすべてのシステムからアク

セスできる場所である必要があります。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{pkgpath}

インストール中に必要な一時ファイルやパッケージを保管す

る作業ディレクトリの作成場所を定義します。デフォルトの場

所は /var/tmp です。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{tmppath}

システム間の通信方法として ssh の代わりに rsh を使う必要
があることを定義します。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{rsh}

以前の VM の設定が復元されるべきであるかどうかを示しま
す。

0: 復元しない

1: 復元する

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

$CFG{vm_restore_cfg}{system1}

ログファイルをコピーする場所を指定します。デフォルトの場

所は /opt/VRTS/install/logs です。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{logpath}
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説明変数

パッケージが -install オプションを使ってインストールさ
れた後に設定を実行します。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{configure}

設定なしで、インストールされたすべての パッケージ をアッ
プグレードします。

リストまたはスカラー: リスト

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{upgrade}

DMP パッケージをアンインストールします。

リストまたはスカラー: スカラー

オプションまたは必須: オプション

CFG{opt}{uninstall}
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インストール用のチューニン
グパラメータファイル

この付録では以下の項目について説明しています。

■ インストーラまたは応答ファイルを使ったチューニングパラメータの設定について

■ インストール用、設定用、アップグレード用のチューニングパラメータの設定

■ 他のインストーラ関連の操作なしでのチューニングパラメータの設定

■ 非統合型応答ファイルを指定したチューニングパラメータの設定

■ チューニングパラメータファイルの準備

■ チューニングパラメータファイルのパラメータ設定

■ チューニングパラメータ値の定義

インストーラまたは応答ファイルを使ったチューニングパ
ラメータの設定について

チューニングパラメータファイルを使って、非デフォルトの製品とシステムチューニングパ

ラメータを設定できます。このファイルを使うと、I/O ポリシーのようなチューニングパラメー
タを設定したり、ネーティブマルチパスを切り替えたりすることができます。チューニングパ

ラメータファイルはインストーラスクリプトに引数を渡し、チューニングパラメータを設定で

きるようにします。このファイルを使うと、次の操作に対してチューニングパラメータを設定

できます。

■ システムをインストール、設定、アップグレードする場合。

# ./installer -tunablesfile tunables_file_name
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p.140 の 「インストール用、設定用、アップグレード用のチューニングパラメータの設
定」 を参照してください。

■ 他のインストーラ関連の操作なしでチューニングパラメータファイルを適用する場合。

# ./installer -tunablesfile tunables_file_name -settunables [

system1 system2 ...]

p.141 の 「他のインストーラ関連の操作なしでのチューニングパラメータの設定」 を参
照してください。

■ 未統合の応答ファイルとともにチューニングパラメータファイルを適用する場合。

# ./installer -responsefile response_file_name -tunablesfile

tunables_file_name

p.142 の 「非統合型応答ファイルを指定したチューニングパラメータの設定」 を参照し
てください。

p.133 の 「応答ファイルについて」 を参照してください。

使用対象のチューニングパラメータはこのマニュアルから選択する必要があります。

p.144 の 「チューニングパラメータ値の定義」 を参照してください。

インストール用、設定用、アップグレード用のチューニン
グパラメータの設定

インストール手順にチューニングパラメータファイルを使って、非デフォルトのチューニン

グパラメータを設定できます。インストールスクリプトは、tunablesfile オプションを指定
して呼び出します。チューニングパラメータファイルはスクリプトに引数を渡し、選択した

チューニングパラメータを設定できるようにします。使用対象のチューニングパラメータは

このマニュアルから選択する必要があります。

p.144 の 「チューニングパラメータ値の定義」 を参照してください。

メモ: 一部のチューニングパラメータはシステムの再ブート後にのみ有効になります。

インストール用、設定用、アップグレード用に非デフォルトのチューニングパラメータを設

定するには

1 チューニングパラメータファイルを準備します。

p.143 の 「チューニングパラメータファイルの準備」 を参照してください。

2 DMP をインストールするシステムがインストール条件を満たしていることを確認しま
す。
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3 インストール前タスクを完了します。

4 製品をインストール、設定、アップグレードするシステムの 1 つにチューニングパラ
メータファイルをコピーします。

5 製品ディスクをマウントし、インストールプログラムが含まれるディレクトリに移動しま

す。

6 インストール、設定、アップグレードに対してインストーラを起動します。次に例を示

します。

# ./installer -tunablesfile /tmp/tunables_file

ここで、/tmp/tunables_file はチューニングパラメータファイルの絶対パス名です。

7 操作を続行します。メッセージが表示された場合は、チューニングパラメータを受け

入れます。

一部のチューニングパラメータは再ブートの後でのみアクティブになります。出力を

十分に確認して、チューニングパラメータ値を設定するのにシステムの再ブートが必

要かどうかを判断します。

8 インストーラによってチューニングパラメータが検証されます。エラーが発生した場合

は、インストーラを終了し、チューニングパラメータファイルを確認します。

他のインストーラ関連の操作なしでのチューニングパラ
メータの設定

インストーラを使うと、他のインストーラ関連の操作なしでチューニングパラメータを設定で

きます。パラメータについては、このマニュアルに記載されているものを使う必要がありま

す。パラメータの多くは製品に固有であることに注意してください。使用対象のチューニ

ングパラメータはこのマニュアルから選択する必要があります。

p.144 の 「チューニングパラメータ値の定義」 を参照してください。

メモ: 一部のチューニングパラメータはシステムの再ブート後にのみ有効になります。

他のインストーラ関連の操作なしでチューニングパラメータを設定するには

1 チューニングパラメータファイルを準備します。

p.143 の 「チューニングパラメータファイルの準備」 を参照してください。

2 DMP をインストールするシステムがインストール条件を満たしていることを確認しま
す。

3 インストール前タスクを完了します。

4 チューニングするシステムの 1 つにチューニングパラメータファイルをコピーします。
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5 製品ディスクをマウントし、インストールプログラムが含まれるディレクトリに移動しま

す。

6 -settunables オプションを指定してインストーラを起動します。

# ./installer -tunablesfile tunables_file_name -settunables [

sys123 sys234 ...]

ここで、/tmp/tunables_file はチューニングパラメータファイルの絶対パス名です。

7 操作を続行します。メッセージが表示された場合は、チューニングパラメータを受け

入れます。

一部のチューニングパラメータは再ブートの後でのみアクティブになります。出力を

十分に確認して、チューニングパラメータ値を設定するのにシステムの再ブートが必

要かどうかを判断します。

8 インストーラによってチューニングパラメータが検証されます。エラーが発生した場合

は、インストーラを終了し、チューニングパラメータファイルを確認します。

非統合型応答ファイルを指定したチューニングパラメー
タの設定

インストーラを使って、非統合型応答ファイルを指定したチューニングパラメータを設定で

きます。 このマニュアルで説明されているパラメータを使うようにしてください。 多くのパラ
メータが製品固有であることに注意してください。 このマニュアルの説明から、使用する
チューニングパラメータを選択します。

p.144 の 「チューニングパラメータ値の定義」 を参照してください。

メモ: チューニングパラメータの中には、システムを再ブートした後に有効になるものがあ
ります。

非統合型応答ファイルを指定してチューニングパラメータを設定するには

1 DMP をインストールするシステムがインストール条件を満たしていることを確認しま
す。

2 インストール前のタスクを完了します。

3 チューニングパラメータファイルを準備します。

p.143 の 「チューニングパラメータファイルの準備」 を参照してください。

4 チューニングパラメータファイルを、チューニングするいずれかのシステムにコピーし

ます。
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5 製品ディスクをマウントし、インストールプログラムが含まれるディレクトリに移動しま

す。

6 -responsefile オプションと -tunablesfile オプションを指定してインストーラを
起動します。

# ./installer -responsefile response_file_name -tunablesfile

tunables_file_name

response_file_name は応答ファイルの絶対パス名です。tunables_file_name は、
チューニングパラメータファイルの絶対パス名です。

7 チューニングパラメータの中には、再ブートした後に有効になるものがあります。

チューニングパラメータを設定するためにシステムの再ブートが必要かどうかについ

ては、出力を慎重に確認して判断してください。

8 インストーラにより、チューニングパラメータの検証が行われます。 エラーが発生した
ら、インストーラを終了し、チューニングパラメータファイルを調べます。

チューニングパラメータファイルの準備
チューニングパラメータファイルは Perl モジュールで、チューニングパラメータと、それを
囲む開始と終了の文で構成されます。 行をコメントアウトするには、行の先頭にハッシュ
記号を使用します。 チューニングパラメータファイルは「our %TUN;」という行で開かれ、
真「1;」を戻す行で終了します。 真「1;」を戻す最後の行は、ファイルの最後に 1 つだけ必
要です。 適宜、各チューニングパラメータを定義します。

チューニングファイルテンプレートを作成するのにインストーラを使うことができます。また、

作成するチューニングファイルを手動でフォーマットすることもできます。

チューニングファイルテンプレートを作成するには

◆ -tunables オプションを指定してインストーラを起動します。次を入力します。

# ./installer -tunables

サポート対象のチューニングパラメータのリスト、チューニングファイルテンプレート

の場所が表示されます。

チューニングファイルを手動でフォーマットするには

◆ 次の手順でチューニングパラメータをフォーマットします。

$TUN{"tunable_name"}{"system_name"|"*"}=value_of_tunable;

system_name では、システム名、IP アドレス、またはワイルドカード記号を使用します。
value_of_tunable は、設定しているチューニングパラメータの種類によって異なります。
行はセミコロンで終了します。
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次に、チューニングパラメータファイルの例を示します。

#

# Tunable Parameter Values:

#

our %TUN;

$TUN{"tunable1"}{"*"}=1024;

$TUN{"tunable3"}{"sys123"}="SHA256";

1;

チューニングパラメータファイルのパラメータ設定
各チューニングパラメータファイルには、さまざまなチューニングパラメータを定義します。

使用できる値については、各パラメータの説明を参照してください。チューニングパラメー

タファイルに追加するチューニングパラメータを選択してから、各パラメータを設定します。

p.144 の 「チューニングパラメータ値の定義」 を参照してください。

パラメータ値の各行は、$TUN で開始します。チューニングパラメータの名前は、中カッ
コと二重引用符文字内にあります。システム名は中カッコと二重引用符文字で囲まれま

す。最後に値を定義し、行の最後にセミコロンを指定します。次に例を示します。

$TUN{"dmp_daemon_count"}{"node123"}=16;

この例では、dmp_daemon_count value の値を、デフォルトの 10 から 16 に変更してい
ます。ワイルドカード記号「*」は、すべてのシステムで使うことができます。次に例を示しま
す。

$TUN{"dmp_daemon_count"}{"*"}=16;

チューニングパラメータ値の定義
インストーラに対してチューニングパラメータファイルを作成する際には、次のリストのパラ

メータのみを使うことができます。

チューニングパラメータへの更新を行う前に、製品のチューニングパラメータの範囲と推

奨事項について『Veritas Storage Foundation and High Availability Solutions チュー
ニングガイド』をお読みください。

表 C-1 に、チューニングパラメータファイルで指定できるサポート対象チューニングパラ
メータを説明します。
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表 C-1 サポートされているチューニングパラメータ

説明チューニングパラメータ

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）ASL（Array Support
Library）によって実行されるデバイスの最初の起動がキャッ
シュに保存されるかどうか。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_cache_open

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP 管理タスクに対す
るカーネルスレッドの数。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_daemon_count

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）デバイスがビジー状態
の場合に DMP がエラー処理を遅延する時間間隔。 この
チューニングパラメータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing
の起動後に設定する必要があります。

dmp_delayq_interval

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP が HBA インター
フェースから直接 SCSI エラー情報を取得しようとしなければ
ならないかどうか。 このチューニングパラメータは、Veritas
Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必要がありま
す。

dmp_fast_recovery

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）パスが健全であり続け
なければならない時間（秒単位）。 このチューニングパラメー
タは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定す
る必要があります。

dmp_health_time

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP コンソールメッセー
ジが表示される詳細のレベル。 このチューニングパラメータ
は、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する
必要があります。

dmp_log_level

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）LIPP（Low-Impact Path
Probing）機能が有効化されるかどうか。 このチューニングパ
ラメータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に
設定する必要があります。

dmp_low_impact_probe

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）一時的なエラーを処理
するための再試行期間。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_lun_retry_timeout
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説明チューニングパラメータ

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）イベントソースデーモン
（vxesd）が SNIA（Storage Networking Industry
Association）HBA API を使うかどうか。 このチューニングパ
ラメータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に
設定する必要があります。

dmp_monitor_fabric

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）イベントソースデーモン
（vxesd）がオペレーティングシステムのイベントを監視するか
どうか。 このチューニングパラメータは、Veritas Dynamic
Multi-Pathing の起動後に設定する必要があります。

dmp_monitor_osevent

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）LUN 所有権の動的な
変更が監視されるかどうか。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_monitor_ownership

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP が OS の RAW
パスで直接 I/O を傍受するかどうか。 このチューニングパラ
メータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設
定する必要があります。

dmp_native_multipathing

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP がネーティブデバ
イスのマルチパス化を行うかどうか。 このチューニングパラ
メータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設
定する必要があります。

dmp_native_support

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）断続的にエラーの発生
しているパスが健全状態として DMP でマーク付けされる前
に監視されなければならない時間。 このチューニングパラ
メータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設
定する必要があります。

dmp_path_age

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）次に使用可能なパスに
切り替わる前に DMP パスを通してアレイに送信される連続
I/O ブロックのデフォルト数。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_pathswitch_blks_shift

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）パスリストアカーネルス
レッドがアイドル状態の LUN をプローブするかどうか。 この
チューニングパラメータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing
の起動後に設定する必要があります。

dmp_probe_idle_lun
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説明チューニングパラメータ

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）リストアデーモンによっ
てプローブされるパスの数。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_probe_threshold

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）リストアポリシーが
check_periodic である場合の check_all ポリシーの実行間
におけるサイクルの数。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_restore_cycles

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）リストアデーモンがパス
の状態を分析する時間間隔（秒単位）。 このチューニングパ
ラメータは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に
設定する必要があります。

dmp_restore_interval

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP パスリストアスレッ
ドによって使われるポリシー。 このチューニングパラメータは、
Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必
要があります。

dmp_restore_policy

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP パスリストアのカー
ネルスレッドが開始されるかどうか。 このチューニングパラメー
タは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定す
る必要があります。

dmp_restore_state

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）エラー状態として DMP
でマーク付けされる前にパスがパスビジーエラーを連続して

報告する回数。 このチューニングパラメータは、Veritas
Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必要がありま
す。

dmp_retry_count

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP 経由で送信され
る SCSI コマンドのタイムアウト値。 このチューニングパラメー
タは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定す
る必要があります。

dmp_scsi_timeout

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）サブパスフェールオー
バーグループ（SFG）機能の状態。 このチューニングパラメー
タは、Veritas Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定す
る必要があります。

dmp_sfg_threshold

（Veritas Dynamic Multi-Pathing）DMP 統計情報の収集
間の時間間隔。 このチューニングパラメータは、Veritas
Dynamic Multi-Pathing の起動後に設定する必要がありま
す。

dmp_stat_interval
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セキュアシェルまたはリモー
トシェルの通信用の設定

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設定につい

て

■ ssh の手動設定とパスワードを使わない ssh

■ ssh セッションの再起動

■ Solaris での RSH の有効化/無効化

製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェ
ル通信モードの設定について

Veritas ソフトウェアをリモートシステムからインストールしたり、システムをインストールして
設定したりするためには、ノード間で通信を確立する必要があります。インストーラが実行

されるシステムには、rsh（リモートシェル）ユーティリティまたは ssh（セキュアシェル）ユー
ティリティを実行する権限が必要となります。 インストーラを実行するには、Veritas ソフト
ウェアをインストールするシステムのスーパーユーザー権限を使う必要があります。

セキュアシェル（ssh）またはリモートシェル（rsh）を使って製品をリモートシステムにインス
トールできます。シマンテック社では、rsh よりも安全な ssh を使うことをお勧めします。

この項では、パスワードを使用せずに ssh の通信を設定する方法を説明します。この例
では、インストールディレクトリのあるソースシステム（system1）と、ターゲットシステム
（system2）の間に ssh を設定します。この手順は、ターゲットシステムが複数ある場合に
も当てはまります。

D



メモ: スクリプトベースと Web ベースのインストーラは、パスワード不要通信の確立をサ
ポートします。

ssh の手動設定とパスワードを使わない ssh
ssh プログラムを使うことで、リモートシステムにログインしてコマンドを実行できます。 ssh
によって、安全でないネットワーク上の 2 つの信頼できないホスト間で、暗号化通信と認
証処理を実現できます。

この手順では、最初に DSA キーペアを作成します。キーペアから、ソースシステムからの
公開キーをターゲットシステム上の authorized_keys ファイルに追加します。

図 D-1 に、この手順を示します。

図 D-1 DSA キーペアを作成してターゲットシステムに追加する

ソースシステム: system1 ターゲットシステム:
system2

秘密
キー

公開
キー

authorized_keys
ファイル

ssh を有効にする前に、ssh のマニュアルとオンラインマニュアルページをお読みくださ
い。ssh の設定に関する問題が発生した場合は、オペレーティングシステムサポートプロ
バイダにお問い合わせください。

次の OpenSSH の Web サイトを参照してください。 http://openssh.org （オンラインマ
ニュアルやその他のリソースにアクセス可能）
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DSA キーペアを作成するには

1 ソースシステム（system1）で、root としてログインし、ルートディレクトリに移動しま
す。

system1 # cd /

2 すべてのターゲットインストールシステム（この例では system2）に /.ssh ディレクト
リがあることを確認します。このディレクトリがない場合は、すべてのターゲットシステ

ム上に作成し、root への書き込み権限のみを設定します。

Solaris 10:

system2 # mkdir /.ssh

Solaris 11:

system2 # mkdir /root/.ssh

このディレクトリを保護するために、権限を変更します。

Solaris 10:

system2 # chmod go-w /.ssh

Solaris 11:

system2 # chmod go-w /root/.ssh

3 ソースシステムで DSA キーのペアを生成するには、次のコマンドを入力します。

system1 # ssh-keygen -t dsa

以下に類似したシステム出力が表示されます。

Generating public/private dsa key pair.

Enter file in which to save the key (//.ssh/id_dsa):

Solaris 11 の場合:

Your identification has been saved in /root/.ssh/id_dsa.

Your public key has been saved in /root/.ssh/id_dsa.pub.
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4 Enter キーを押して、デフォルトの /.ssh/id_dsa ディレクトリを受け入れます。

5 パスフレーズの入力を求められたら、Enter キーを 2 回押します。

Enter passphrase (empty for no passphrase):

パスフレーズを入力しません。Enter キーを押します。

Enter same passphrase again:

Enter キーを再度押します。

安全なファイル転送を使って、ソースシステムからの公開キーをターゲットシステムの

authorized_keys ファイルに追加するには

1 すべてのターゲットインストールシステム（この例では system2）で SFTP（Secure
File Transfer Program）が有効化されていることを確認します。

SFTP を有効にするには、/etc/ssh/sshd_config ファイルに次の 2 行が存在す
る必要があります。

PermitRootLogin yes

Subsystem sftp /usr/lib/ssh/sftp-server

2 この行がない場合は、追加してから ssh を再起動します。

Solaris 10 と Solaris 11 で ssh を再起動するには、次のコマンドを入力します。

system1 # svcadm restart ssh

3 ソースシステム（system1）からターゲットシステム（system2）上の一時ファイルに公
開キーを移動します。

SFTP（Secure File Transfer Program）を使います。

この例では、ルートディレクトリ内のファイル名 id_dsa.pub が、公開キーの一時ファ
イルの名前です。

安全なファイル転送のために次のコマンドを使ってください。

system1 # sftp system2

このシステムで安全なファイル転送が初めて設定された場合、以下のような出力が

表示されます。

Connecting to system2 ...

The authenticity of host 'system2 (10.182.00.00)'

can't be established. DSA key fingerprint is

fb:6f:9f:61:91:9d:44:6b:87:86:ef:68:a6:fd:88:7d.

Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?
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4 「yes」と入力します。

以下のような出力が表示されます。

Warning: Permanently added 'system2,10.182.00.00'

(DSA) to the list of known hosts.

root@system2 password:

5 system2 の root パスワードを入力します。

6 sftp プロンプトで、次のコマンドを入力します。

sftp> put /.ssh/id_dsa.pub

次の出力が表示されます。

Uploading /.ssh/id_dsa.pub to /id_dsa.pub

7 SFTP セッションを終了するため、次のコマンドを入力します。

sftp> quit

8 ターゲットシステム（この例では system2）で ssh セッションを開始するには、system1
で次のコマンドを入力します。

system1 # ssh system2

プロンプトで system2 の root パスワードを入力します。

password:

9 system2 にログインした後、次のコマンドを入力して authorized_keys ファイルに
id_dsa.pub ファイルを追加します。

system2 # cat /id_dsa.pub >> /.ssh/authorized_keys

10 id_dsa.pub 公開キーファイルがターゲットシステム（system2）にコピーされて認証
済みキーファイルに追加されたら、公開キーファイルを削除します。id_dsa.pub 公
開キーファイルを削除するには、system2 で次のコマンドを入力します。

system2 # rm /id_dsa.pub

11 ssh セッションからログアウトするには、次のコマンドを入力します。

system2 # exit
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12 インストールターゲットでもあるソースシステムからインストールする場合は、ローカル

システム id_dsa.pub キーもローカル authorized_keys ファイルに追加してくださ
い。インストールソースシステムが認証されない場合、インストールは失敗することが

あります。

ローカル authorized_keys ファイルにローカルシステム id_dsa.pub キーを追加
するには、次のコマンドを入力します。

system1 # cat /.ssh/id_dsa.pub >> /.ssh/authorized_keys

13 ソースインストールシステム上で次のコマンドを実行します。ssh セッションが期限切
れになるか終了した場合は、これらのコマンドを実行してセッションを更新することも

できます。プライベートキーがシェル環境に追加され、root ユーザーがグローバル
に使えるようになります。

system1 # exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL

system1 # ssh-add

Identity added: //.ssh/id_dsa

これはシェル固有の手順で、シェルがアクティブである間のみ使えます。セッション

中にシェルを閉じた場合は、手順をもう一度実行する必要があります。

ターゲットシステムに接続できることを確認するには

1 ソースシステム（system1）で次のコマンドを入力します。

system1 # ssh -l root system2 uname -a

system2 は、ターゲットシステムの名前です。

2 このコマンドがソースシステム（system1）からターゲットシステム（system2）に実行
されると、パスフレーズやパスワードを要求されなくなります。

3 ターゲットシステムごとにこの手順を繰り返します。

ssh セッションの再起動
この手順が完了した後に、次のシナリオのいずれかで ssh を再起動できます。

■ ターミナルセッションが閉じた後

■ 新しいターミナルセッションが開いた後

■ システムが再起動した後

■ ssh を起動してから長い時間が経過し、ssh を更新する必要がある場合
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ssh を再起動するには

1 ソースインストールシステム（system1）で、秘密キーをシェル環境に追加します。

system1 # exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL

2 root ユーザーがそのキーをグローバルに使えるようにします。

system1 # ssh-add

Solaris での RSH の有効化/無効化
次の項では Solaris システムでリモートシェルを有効にする方法を説明します。

Veritas は Veritas ソフトウェアインストールにセキュアシェル環境を設定するよう推奨し
ます。

p.150 の 「ssh の手動設定とパスワードを使わない ssh」 を参照してください。

リモートシェルの設定について詳しくは、オペレーティングシステムの文書を参照してくだ

さい。

rsh を有効にする方法

1 rsh と rlogin の現在の状態を判断するには、次のコマンドを入力します。

# inetadm | grep -i login

サービスが有効化されている場合、次の行が表示されます。

enabled online svc:/network/login:rlogin

サービスが有効化されていない場合、次の行が表示されます。

disabled disabled svc:/network/login:rlogin

2 無効な rsh/rlogin サービスを有効にするには、次のコマンドを入力します。

# inetadm -e rlogin

3 有効な rsh/rlogin サービスを無効にするには、次のコマンドを入力します。

# inetadm -d rlogin
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4 .rhosts ファイルを修正します。別の .rhosts ファイルが各ユーザーの $HOME ディ
レクトリにあります。このファイルは RSH を使用してシステムにリモートにアクセスす
るユーザーごとに変更する必要があります。.rhosts ファイルの各行には、ローカル
システムへのアクセス権限を持つ各リモートシステムの完全修飾ドメイン名または IP
アドレスがあります。たとえば、root ユーザーが system2 からリモートで system1
にアクセスする必要がある場合、system2.companyname.com のエントリを system1
の .rhosts ファイルに追加する必要があります。

# echo "system2.companyname.com" >> $HOME/.rhosts

5 インストール手順を完了した後、.rhosts ファイルを各ユーザーの $HOME ディレクト
リから削除して、安全性を確保します。

# rm -f $HOME/.rhosts
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DMP のコンポーネント

この付録では以下の項目について説明しています。

■ Veritas Dynamic Multi-Pathing インストールパッケージ

Veritas Dynamic Multi-Pathing インストールパッケー
ジ

表 E-1 に、Veritas Dynamic Multi-Pathing の各英語パッケージのパッケージ名と内
容を示します。この表には、最小、推奨、拡張のいずれの設定を選択するのかに基づい

て、どのパッケージをインストールするのかに関するガイドラインも示します。

表 E-1 Veritas Dynamic Multi-Pathing パッケージ

設定内容パッケージ

最小Veritas ASL（Array Support Library）と
APM（Array Policy Module）のバイナリ

各種ストレージアレイのサポートと互換性の

ために必要です。

VRTSaslapm

最小Perl 5.14.2 for VeritasVRTSperl

最小Veritas ライセンスユーティリティ

Storage Foundation ライセンスキーをデ
コードするために必要な、ライセンスキーの

レイアウトファイルをインストールします。標

準ライセンスキーユーティリティ vxlicrep、
vxlicinst、vxlictest を提供します。

VRTSvlic

最小Veritas Volume Manager バイナリVRTSvxvm
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設定内容パッケージ

最小Veritas Storage Foundation 共通製品イ
ンストーラ

Storage Foundation 共通製品インストー
ラのパッケージには、次を実行するスクリプ

トが含まれています。

■ インストール

■ 設定

■ アップグレード

■ アンインストール

■ ノードの追加

■ ノードの削除

■ その他

このスクリプトを使用して、ネーティブオペ

レーティングシステムのインストール、設定、

アップグレードを単純化することができま

す。

VRTSsfcpi601

推奨Veritas Storage Foundation 管理対象ホ
スト

Storage Foundation 管理対象ホストの設
定情報を検出します。 この情報は中央デー
タベースに格納されます。このデータベー

スはこのリリースの一部ではありません。

データベースは次の場所から個別にダウ

ンロードする必要があります。

http://www.symantec.com/business/
storage-foundation-manager

VRTSsfmh

推奨Veritas Software Support ToolsVRTSspt
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インストール問題のトラブル
シューティング

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 接続に失敗した後のインストーラの再起動

■ ライセンス通知が表示されたときの対応

■ VRTSspt パッケージ のトラブルシューティングツールについて

■ リモートシステムの root に対する不正な操作権限

■ アクセスできないシステム

接続に失敗した後のインストーラの再起動
接続に失敗しためにインストールが強制終了された場合は、インストーラを再起動してイ

ンストールを再開できます。インストーラによって既存のインストールが検出されます。イン

ストールを再開するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。インストールを再開する

と、失敗したポイントからインストールが続行されます。

ライセンス通知が表示されたときの対応
このリリースは、ライセンスキーがなくてもインストールできます。エンドユーザー使用許諾

契約に従うには、ライセンスキーをインストールするか、または管理サーバーが管理する

ホストを作成します。60 日以内のこれらの条項に従わない場合は、次の警告メッセージ
が表示されます。

WARNING V-365-1-1 This host is not entitled to run Veritas Storage

Foundation/Veritas Cluster Server.As set forth in the End User

License Agreement (EULA) you must complete one of the two options

F



set forth below. To comply with this condition of the EULA and

stop logging of this message, you have <nn> days to either:

- make this host managed by a Management Server (see

http://go.symantec.com/sfhakeyless for details and free download),

or

- add a valid license key matching the functionality in use on this host

using the command 'vxlicinst'

EULA の条項に従って、これらのメッセージを削除するには、60 日以内に次のいずれか
の対応を取る必要があります。

■ ホストで使用中の機能に対応する有効なライセンスキーをインストールします。

ライセンスキーのインストール後は、次のコマンドを使ってライセンスキーの認証が必

要です。

# /opt/VRTS/bin/vxlicrep

■ 管理サーバーでサーバーまたはクラスタを管理することで、キーレスライセンスを継続

します。

キーレスライセンスの詳しい説明については、次の URL を参照してください。
http://go.symantec.com/sfhakeyless

VRTSspt パッケージ のトラブルシューティングツールに
ついて

VRTSspt パッケージでは、システムのトラブルシューティングと設定情報の収集を行うた
めの一連のツールが提供されます。VRTSspt パッケージ をインストールして使うと、シマ
ンテック社サポートが発生した問題を簡単に診断できるようになります。

これらのツールを使って、Veritas File System と Veritas Volume Manager のメタデー
タ情報を収集し、ファイルシステムとボリュームマネージャのパフォーマンスを測定するた

めの各種ベンチマークを確立できます。これらのツールは Veritas 製品の操作には必要
ありませんが、シマンテック社サポートとの間でサポートインシデントを開く必要が生じたと

きのためにインストールすることをお勧めします。VRTSspt パッケージ を使う際は十分に
注意し、必ずシマンテック社サポートを利用してください。

リモートシステムの root に対する不正な操作権限
操作権限が不適切です。インストールしている各システムに対し、リモート root アクセス
権限を持っていることを確認します。

Failed to setup rsh communication on 10.198.89.241:
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'rsh 10.198.89.241 <command>' failed

Trying to setup ssh communication on 10.198.89.241.

Failed to setup ssh communication on 10.198.89.241:

Login denied

Failed to login to remote system(s) 10.198.89.241.

Please make sure the password(s) are correct and superuser(root)

can login to the remote system(s) with the password(s).

If you want to setup rsh on remote system(s), please make sure

rsh with command argument ('rsh <host> <command>') is not

denied by remote system(s).

Either ssh or rsh is needed to be setup between the local node

and 10.198.89.241 for communication

Would you like the installer to setup ssh/rsh communication

automatically between the nodes?

Superuser passwords for the systems will be asked. [y,n,q] (y) n

System verification did not complete successfully

The following errors were discovered on the systems:

The ssh permission denied on 10.198.89.241

rsh exited 1 on 10.198.89.241

either ssh or rsh is needed to be setup between the local node

and 10.198.89.241 for communication

推奨される解決法: ssh または rsh を使ったリモートアクセスを許可するよう、システムを
セットアップする必要があります。

p.149 の 「製品インストール前のセキュアシェルまたはリモートシェル通信モードの設定に
ついて」 を参照してください。

メモ: DMP のインストールと設定の完了後、リモートシェル操作権限を削除します。

アクセスできないシステム
指定したシステムにアクセスできません。この理由としては、システム名が誤って入力され

た、システムがネットワーク経由で使えないなど、様々な可能性があります。

Verifying systems: 12% ....................................

Estimated time remaining: 0:10 1 of 8
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Checking system communication .............................. Done

System verification did not complete successfully

The following errors were discovered on the systems:

cannot resolve hostname host1

Enter the system names separated by spaces: q,? (host1)

推奨される解決法: システム名を正しく入力したことを確認します。ホストのアクセス可能
性を確認するために ping（1M）コマンドを使います。
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他の製品とともに DMP をイ
ンストールする場合の互換
性問題

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 他の Veritas 製品が存在する環境での Storage Foundation 製品のインストール、
アンインストール、またはアップグレード

■ VOM が存在する場合の Storage Foundation 製品のインストール、アンインストー
ル、アップグレード

■ NetBackup が存在する場合の Storage Foundation 製品のインストール、アンイン
ストール、またはアップグレード

他の Veritas 製品が存在する環境での Storage
Foundation 製品のインストール、アンインストール、ま
たはアップグレード

他の Veritas 製品がインストールされている環境に Storage Foundation をインストール
すると、互換性の問題が生じることがあります。たとえば、VOM、ApplicationHA、
NetBackup が存在するシステムに Storage Foundation 製品をインストールする場合な
どです。
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VOM が存在する場合の Storage Foundation 製品のイ
ンストール、アンインストール、アップグレード

VOM がすでにインストールされているシステムで Storage Foundation 製品のインストー
ルまたはアップグレードを計画する場合は、次の互換性問題に注意してください。

■ SFM Central Server または VOM Central Server が存在する環境で Storage
Foundation 製品をインストールまたはアップグレードする際に、インストーラによって
VRTSsfmh のアップグレードがスキップされ、SFM Central Server と管理対象ホス
トパッケージはそのままの状態で残されます。

■ SFM Central Server または VOM Central Server が存在する環境で Storage
Foundation 製品をアンインストールする際に、インストーラによって VRTSsfmh は
アンインストールされません。

■ SFM または VOM 管理対象ホストが存在する環境で Storage Foundation 製品をイ
ンストールまたはアップグレードする際に、VRTSsfmh をアップグレードすることを通
知する警告メッセージがインストーラによって表示されます。

NetBackup が存在する場合の Storage Foundation 製
品のインストール、アンインストール、またはアップグレー
ド

NetBackup がすでにインストールされているシステムでの Storage Foundation のイン
ストールまたはアップグレードを計画する場合、次の互換性問題に注意してください。

■ NetBackup が存在する環境で Storage Foundation 製品のインストールまたはアッ
プグレードを行うと、インストーラは VRTSpbx と VRTSicsco のアンインストールは実
行しません。VRTSat のアップグレードは行われません。

■ NetBackup が存在する環境で Storage Foundation 製品のアンインストールを行う
と、インストーラは VRTSpbx、VRTSicsco、VRTSat のアンインストールは実行しませ
ん。
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